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い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本

｜

｜

鎖

国

崩

壊

期

の

貿

易

会

計

史

料

に

つ

い

て

l
l
e中

村

質

は
し
が
き

一
、
五
冊
物
の
諸
本
と
成
立
時
期

1

凶
「
長
崎
会
所
郵
書
」

2
倒
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
（
長
崎
市
立
博
物
館
本
）

3

削
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
（
東
大
史
料
編
纂
所
本
）

4

刷
「
唐
蘭
通
商
取
扱
」

5
そ
の
他
（
端
本
）

二
、
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
の
構
成
と
貿
易
収
支

－
第
一
冊
｜
貿
易
収
支
の
概
要
｜

2

第
二
冊
i
唐
方
取
引
口
の
構
成
｜

3

第
三
冊
l
蘭
方
取
引
口
の
構
成
｜

4
第
四
・
五
冊
｜
文
出
の
構
成
｜

む
す
び

は
し
が
き

鎖
国
下
の
長
崎
貿
易
に
お
け
る
最
後
の
基
本
的
な
制
度
改
革
は
、

寛
政
二
こ
七
九
O
）
年
九
月
に
老
中
松
平
定
信
の
指
示
と
し
て
現

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

翌

三

年

四

月

か

ら

実

施

さ

れ

た

。

そ

の

主

旨

は

、

「

諸

山

出

銅

追

年

相

減

、

従

来

の

唐
船
の
年
間
定
数
二
二
一
般
、
取
引
定
高
銀
三
、
五
一

O
貫
目
、
こ
の
う
ち
の
銅
渡
し
高
一
三

O
万
斤
、
つ
ま
り
唐
船
一
般
に
つ
き
定
高
銀

二
七

O
貫
目
、
銅
一

O
万
斤
宛
を
、
以
後
一

O
般
に
減
じ
、
定
高
銀
二
、
七
四

O
貫
目
、
銅
渡
し
高
一

O
O万
斤
と
し
、
蘭
船
は
従
来
の

年
に
一

1
二
腰
、
定
高
銀
八

O
O貫
目
、
銅
渡
し
高
九
O
万
斤
を
、
年
一
般
、
定
高
銀
七

O
O貫
目
、
銅
渡
し
高
六
O
万
斤
に
減
ず
る
。

地
で
布
達
さ
れ
、

（
長
崎
）
廻
銅
不
進
」
に
つ
き
、

ま
た
こ
の
「
減
銅
商
売
」
に
よ
る
貿
易
利
銀
の
減
少
を
考
慮
し
て
、
貿
易
会
計
を
主
と
す
る
直
轄
地
長
崎
の
都
市
財
政
を
総
括
し
、
か
っ

利
銀
運
上
の
機
関
で
も
あ
る
長
崎
会
所
（
小
稿
で
は
会
所
と
略
称
す
る
）
以
下
、
官
民
に
諸
費
節
倹
を
命
じ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
は
毎
年

頭
の
江
戸
参
府
を
五
カ
年
に
一
度
に
軽
減
し
た
v

乙
の
改
革
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
享
保
諸
制
へ
の
回
婦
を
目
ざ
し
た
と
さ
れ
る
寛
政
改
革
の
一
環
で
は
あ
る
が
、
定
信
は
布
達
に
際
し

て
「
正
徳
五
年
之
御
書
付
」
の
再
布
告
を
命
じ
て
お
り
、
貿
易
改
革
に
関
す
る
限
り
、
理
念
的
に
は
正
徳
新
例
へ
の
復
帰
で
あ
る
乙
と
は

注
目
に
値
す
る
。
ま
た
右
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
制
度
の
大
綱
は
、
そ
の
後
臨
時
的
特
別
措
置
の
形
で
、
取
引
高
や
決
済
方
法
な
ど
に
か

な
り
大
幅
な
改
変
は
み
ら
れ
る
が
、
化
政
・
天
保
改
革
期
を
経
て
安
政
開
港
こ
八
五
九
年
）
に
い
た
る
ま
で
堅
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
鎖
国
体
制
崩
壊
の
ほ
ぼ
全
過
程
に
お
け
る
寛
政
貿
易
制
度
の
、
細
部
に
わ
た
る
取
引
実
態
と
、
こ
れ
に
即
し
た
長
崎
会
所

の
会
計
の
全
容
の
究
明
は
、
貿
易
史
や
都
市
研
究
史
上
重
要
か
つ
手
薄
な
分
野
の
一
つ
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
は
、
会

所
役
人
が
そ
の
実
務
を
最
も
体
系
的
に
ま
と
め
、
か
つ
正
徳
新
例
以
降
の
貿
易
の
推
移
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
う

ち
長
崎
市
立
博
物
館
本
は
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
四
に
収
録
さ
れ
て
い
て
三
二
四
三
頁
）
利
用
頻
度
も
高
い
。
乙
れ
に
は
山
脇
悌
二
郎

氏
に
よ
る
簡
潔
で
適
切
な
解
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
小
稿
で
も
重
複
す
る
部
分
は
あ
る
が
、
五
冊
物
諸
本
の
成
立
事
情
や
記
事
の
異
同
な

ど
の
書
誌
的
事
項
、
ま
た
第
一
冊
と
第
二
冊
以
下
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
会
所
会
計
の
全
体
構
造
、
あ
る
い
は
個
々
の
取
引
口
の
性
格
等
に

つ
い
て
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
諸
本
の
史
料
的
価
値
と
限
界
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、

こ
の
う
ち
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
に
示
さ
れ
る
天
保
一
三
年
時
点
の
貿
易
と
財
政
の
大
様
を
み
る
乙
と
を
当
面
の
課
題



と
す
る
。
な
お
五
冊
物
の
諸
規
定
や
仕
組
と
、
来
航
船
の
社
絶
・
減
少
下
の
個
々
の
取
引
や
、
天
保
改
革
期
の
財
政
の
実
態
と
の
対
比
検

討
は
、
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
に
ゆ
ず
る
乙
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

註
（1
）
「
寛
政
二
年
九
月
、
於
立
山
御
役
所
水
野
若
狭
守
殿
永
井
筑
前
守
殿
御
立
合
ニ
一
山
九
月
六
日
一
役
萱
人
宛
被
仰
渡
候
御
書
付
写
」

書
館
蔵
）
、
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
、
『
長
崎
会
所
五
冊
物
』
、
「
長
崎
諸
取
計
書
銘
書
帳
」
（
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
。

（2
）
拙
稿
「
鎖
国
末
期
の
長
崎
会
所
の
貿
易
と
財
政
」
〈
「
九
州
史
学
」
七
一
号
）
。

（
県
立
長
崎
図

一
、
五
冊
物
の
諸
本
と
成
立
時
期

安
政
初
年
現
在
と
思
わ
れ
る
長
崎
会
所
の
「
会
所
諸
帳
面
銘
書
帳
」
所
載
一
五
三
種
の
帳
簿
の
う
ち
、

「
納
元
帳
」

「
勘
定
掛
り
」
所
管
分
と
し
て

「
三
冊
物
」
・
「
十
三
冊
物
」
が
み
え
る
。
乙
の
「
五
冊
物
」
の
記
事
内
容

は
不
明
で
あ
る
が
、
五
冊
仕
立
て
の
会
計
帳
簿
で
あ
る
乙
と
は
確
か
で
あ
む
と
こ
ろ
で
五
冊
仕
立
て
の
い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
に

は
、
現
在
次
の
諸
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
払
元
帳
」
等
と
と
も
に
、

「
五
冊
物
」

凶

「
長
崎
会
所
秘
書
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）

(B) 

「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
五
冊
（
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
）

(C) 

「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）

（功

「
唐
蘭
通
商
取
扱
」
五
冊
（
内
閣
文
庫
蔵
）

乙
の
ほ
か
、

五
冊
の
う
ち
い
く
つ
か
が
散
倹
し
て
そ
れ
ぞ
れ
別
書
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
州
本
）
や
、
抜
書
類
が
散
見
さ
れ
る
。

乙
れ

ら
を
含
め
、
凶

t闘
は
書
冊
構
成
や
記
事
の
体
裁
な
ど
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
銀
高
等
に
は
か
な
り
の
異
聞
が
あ
り
、
諸
本

聞
に
加
除
修
正
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
。
以
下
成
立
の
順
に
の
ベ
る
。

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

四

1
凶
「
長
崎
会
所
秘
書
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
所
々
蔵
）

ζ

の
標
題
は
後
世
に
付
せ
ら
れ
た
表
紙
の
題
築
に
よ
る
も
の
で
、
原
表
紙
は
「
五
冊
物
二
の
ご
と
く
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
二

1
五
の

書
冊
番
号
が
あ
る
。
第
一
冊
巻
頭
の
懸
紙
に
「
嘉
永
七
甲
寅
春
、
雲
州
豊
芳
芯
借
前
写
之
」
と
あ
る
が
筆
者
等
未
詳
。
記
事
の
下
限
は
、

寛
政
一

O
年
二
月
の
「
対
州
除
き
牛
角
」
の
取
扱
い
改
訂
で
あ
る
（
第
二
冊
三
一
丁
）
。
三
年
後
の
享
和
元
年
に
始
ま
る
「
秋
田
銅
山
稼
方

御
手
当
」
支
出
な
ど
、
重
要
な
改
革
の
記
事
が
見
え
な
い
の
で
、
原
本
は
こ
の
間
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
乙
れ
は
倒
本
以
下
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
記
事
は
か
な
ら
ず
し
も
原
本
成
立
時
点
の
仕
法
そ
の
も
の
と
は
限
ら
な

い
σ

そ
れ
は
、
後
述
の
ご
と
く
凶
本
以
前
の
五
冊
物
が
想
定
さ
れ
、
各
五
冊
物
は
そ
れ
ぞ
れ
成
立
の
段
階
ご
と
に
加
除
修
正
さ
れ
て
は
い

る
が
、
部
分
的
に
は
年
々
変
更
を
み
る
収
支
の
微
細
な
項
目
や
人
数
・
銀
額
等
の
す
べ
て
を
、
仔
細
も
ら
さ
ず
補
正
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可

能
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
意
味
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
凶
本
で
は
寛
政
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
「
石
銭
番
所
井
同
所
呼
船
」

の
修
理
費
が
な
お
「
諸
役
所
普
請
方
入
目
」
の
一
項
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
（
第
四
冊
一
七
丁
）
、
岡
本
に
よ
れ
ば
数
年
前
に
減
額
さ
れ
た
と

あ
る
宿
町
別
段
雑
用
銀
や
会
所
調
役
年
頭
拝
礼
入
自
の
額
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
凶
本
中
の
朱
書
は
、
＠
す
で
に
廃
絶
な
い
し
改
正
さ
れ
た
旧
仕
法
を
「
為
見
合
」
に
註
記
す
る
も
の
、
＠
臨
時
的
な
い
し
年

額
不
定
の
も
が
J
O銀
高
の
小
計
、
の
三
者
で
あ
る
。
そ
の
主
体
は
④
で
、
店
船
関
係
の
唐
銀
、
花
辺
銀
銭
、
西
蔵
金
、
安
南
金
、
送
り

砂
糖
、
別
段
売
、
奉
行
所
調
物
、
勘
定
方
普
請
役
調
物
、
外
売
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
旧
仕
法
の
記
事
の
体
裁
が
、

他
の
現
行
仕
法
は
も
と
よ
り
、
『
華
蛮
交
易
明
細
記
』
六
所
収
宝
暦
四
年
頃
の
記
事
と
推
定
さ
れ
る
「
唐
船
拾
五
般
・
阿
蘭
陀
船
弐
般
元

「
商
売
外
諸
取
立
銀
納
払
凡
積
」
の
各
項
立
て
、

代
出
銀
凡
積
り
」

文
言
か
ら
字
配
り
ま
で
全
く
同
じ
で
あ
る
乙
と
で
あ
る
（
も
と
よ

端
本
な
が
ら
後
述
の
ご
と
き
、
店
船
二
ニ
鰻
制
下
（
明
和
二
1
寛
政
二
年
）
の
「
唐
阿
闘

陀
商
法
」
怖
所
収
の
第
五
冊
、
安
永
九
年
を
記
事
の
下
限
と
す
る
蘭
船
二
般
制
下
の
「
阿
蘭
陀
商
売
方
之
大
意
」
の
存
在
を
考
え
る
と
、

い
わ
れ
る
よ
う
な
寛
政
五

1
八
年
頃
で
は
な
く
、
宝
暦
・
明
和
期
ま
で
糊
り
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

り
時
代
に
よ
り
額
銀
・
数
量
は
異
な
る
）
。
こ
れ
や
、

最
初
の
五
冊
物
の
成
立
は
、



岡
本
以
下
で
も
、

旧
仕
法
が
朱
書
ま
た
は
付
札
の
形
で
残
さ
れ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
は
、
名
称
は
と
も
あ
れ
、
宝
暦
・
明
和
期
以

来
の
会
所
会
計
志
を
、
ほ
ぽ
現
況
に
即
し
て
加
除
修
正
し
、
参
考
と
す
べ
き
旧
仕
法
は
朱
書
等
で
残
し
、
実
務
の
資
料
と
し
た
の
で
あ
ろ

，っ。

円
長
崎
単
行
〉

五
冊
物
の
筆
者
（
編
者
）
は
、
岡
本
以
下
も
同
様
で
あ
る
が
、
年
次
に
つ
い
て
、
例
え
ば
「
寛
政
八
辰
年
中
川
飛
騨
守
様
御
在
勤
之
節
被

仰
渡
候
」
の
ご
と
く
表
現
し
て
い
て
、
在
勤
の
幕
吏
で
は
な
く
、
会
所
役
人
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
乙
れ
が
奉
行
等
を
介
し
て
幕

府
へ
進
達
さ
れ
た
文
書
で
な
い
乙
と
は
、
す
べ
て
の
五
冊
物
諸
本
に
前
言
・
奥
書
・
編
者
名
・
期
日
等
を
欠
告
、
こ
れ
ら
の
存
在
形
態
や

倒
本
の
政
文
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
本
書
を
含
め
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
は
、
幕
府
の
貿
易
や
置
轄
都
市
政
策
上
の
国

政
的
資
料
と
し
て
で
は
な
く
、
会
所
の
内
部
的
会
計
便
覧
と
し
て
編
纂
利
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2
岡
「
長
崎
会
所
五
冊
物
μ

五
冊
（
長
崎
市
立
博
物
館
所
蔵
）

刊
本
の
底
本
。
厚
表
紙
に
「
薬
師
寺
」
と
あ
り
、
岡
市
役
所
に
よ
る
「
薬
師
寺
熊
太
郎
献
納
」
の
朱
書
が
あ
る
。
同
家
は
父
久
左
衛
門

種
徳
（
明
治
一
七
年
波
）
ま
で
歴
代
長
崎
町
年
寄
に
任
じ
、
玄
祖
父
種
栄
・
曽
祖
父
種
義
は
天
明

t
天
保
期
に
相
つ
い
で
町
年
寄
筆
頭
と
し

て
会
所
調
役
を
勤
め
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
の
編
述
期
に
お
け
る
会
所
の
最
高
責
任
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
乙
の
書
は
同
家
伝
来
の
多
数
の

古
文
書
と
と
も
に
明
治
中
期
に
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
勺
伝
来
は
数
種
の
五
冊
物
の
う
ち
最
も
確
か
で
あ
る
。

記

事

の

下

限

は

天

保

二

二

年

で

あ

る

が

同

年

八

月

付

の

奉

行

組

与

力

・

同

心

の

再

置

、

九

・

一

O
月

付
「
長
崎
表
御
改
革
」
や
会
所
調
役
頭
取
高
島
四
郎
大
夫
（
秋
帆
）
事
件
（
一

O
月
四
日
下
獄
）
に
係
る
、
同
本
所
見
の
重
要
な
財
政
上
の

変
革
U
は
何
ら
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
乙
の
書
の
成
立
は
天
保
二
二
年
も
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

凶
本
と
対
照
す
れ
ば
、
項
目
や
記
事
の
体
裁
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
享
和
以
降
の
変
更
、
殊
に
文
化
一

0
・
一
四
・
文
政
三
・
天
保

（
刊
本
一
六
八
頁
第
三
冊
末
尾
）
、

元
・
一
一
年
の
仕
法
改
革
に
伴
う
記
事
の
増
補
と
銀
高
の
変
更
が
み
ら
れ
る
。
朱
文
も
凶
本
と
同
じ
く
旧
仕
法
が
主
で
、
凶
本
に
見
え
る

も
の
の
ほ
か
、
第
四
冊
の
会
所
雑
用
・
諸
役
所
普
請
銀
な
ど
、
凶
本
以
降
の
銀
高
が
す
で
に
旧
法
化
し
、
こ
れ
を
「
元
、
高
」
幾
何
と
朱

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

五



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
〉

__._ 
／、

書
し
て
現
行
額
と
併
記
す
る
例
も
あ
る
。
乙
の
こ
と
は
凶
本
（
の
原
本
）
か
ら
直
ち
に
岡
本
が
補
訂
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
聞
に

後
出
の
よ
う
な
別
書
（
一
種
と
は
限
ら
な
い
）
、

な
い
し
凶
本
の
原
本
を
付
札
等
で
補
訂
し
た
も
の
に
よ
っ
た
ζ

と
を
示
唆
す
る
。

次
の
と
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
三
冊
蘭
船
定
高
は
、
凶
本
寛
政
一

O
年
段
階
で
は
銀
四
五

O
貫
目
で
あ
っ
た
が
、
本
書

で
は
、
そ
の
後
文
政
三
年
よ
り
増
銅
五

O
万
斤
の
期
聞
に
限
り
八

O
O貫
自
に
改
め
ら
れ
た
と
し
、
「
此
上
ニ
右
之
懸
ケ
紙
有
之
」
と
あ

〈
克
政
》

っ
て
、
そ
の
後
「
天
保
二
卯
年
五
百
弐
拾
五
貫
目
被
仰
付
、
天
保
十
一
子
年
S
御
改
正
之
通
書
面
之
高
（
四
五
O
貫
目
）
被
仰
付
候
」
と

の
「
懸
ケ
紙
」
、
を
本
文
と
し
て
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
書
は
、
凶
本
の
原
本
以
外
の
文
政
三

t天
保
二
年
の
聞
の
別
書

乙
れ
は

に
拠
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
第
三
冊
に
は
随
所
に
付
札
（
懸
紙
形
式
）
が
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
付
札
は
成
書
（
天
保
二
二
年
）
以
後
の
訂
正
で
は
な
く
、
成

冊
時
点
の
現
行
銀
高
で
、
本
文
に
も
符
合
す
る
乙
と
で
あ
る
（
献
土
井
御
進
物
端
物
、
奉
行
所
調
物
、
土
産
鮫
！
松
板
代
な
ど
）
。
つ
ま
り
付
札

で
隠
さ
れ
て
い
る
銀
高
は
ご
く
近
い
時
点
で
の
旧
仕
法
な
の
で
あ
る
。
何
故
か
か
る
手
法
が
と
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
実
務

上
新
旧
対
比
に
は
便
利
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
凶
本
と
は
異
る
底
本
を
継
承
し
な
が
ら
、
底
本
後
の
改
正
を
各
項
毎
に
本
文
で
補

追
し
、
改
正
銀
額
等
は
付
札
で
乙
れ
を
示
し
て
い
『
匂
本
書
全
体
と
し
て
は
、
天
保
一
一
年
の
改
正
仕
法
に
よ
る
、
ほ
ぽ
同
一
三
年
前
半

時
点
で
の
現
行
制
度
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
錯
簡
は
次
項
で
ふ
れ
る
。

3
刷
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
五
冊
（
東
大
史
料
編
纂
附
々
蔵
〉

第
五
冊
末
尾
に
「
右
長
崎
会
所
五
冊
物
、
肥
前
園
長
崎
区
鈴
木
重
音
蔵
本
、
明
治
二
十
年
十
月
修
史
局
編
修
久
米
邦
武
文
書
採
訪
ノ
時
、

長
崎
区
役
所
ニ
託
シ
テ
謄
写
ス
」
と
あ
る
。
倒
薬
師
寺
本
と
対
照
す
れ
ば
、
字
句
等
に
若
干
の
異
聞
は
あ
る
い
山
山
全
く
同
一
内
容
で
、
岡

本
を
底
本
と
す
る
刊
本
で
は
、
錯
簡
ニ
カ
所
が
本
書
に
よ
り
訂
正
さ
れ
て
い
る
（
九
一
・
一
一
六
頁
）
。
次
の
ニ
カ
所
は
同
制
共
に
錯
簡
と

考
え
ら
れ
る
。
同
と
附
は
同
系
異
本
ら
し
い
が
、
右
採
訪
期
に
は
岡
本
が
何
ら
か
の
事
情
で
重
音
所
蔵
と
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
な
い
乙

と
も
な
い
。
未
訂
正
の
回
同
共
通
の
錯
簡
を
刊
本
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
四
三
頁
下
九
行
自
i
四
四
頁
末
行
の
記
事
は
四
九
頁
下
一
八
行
の



次
に
あ
る
べ
き
で
、
ま
た
九
三
頁
上
二
行
目
1
一
O
一
頁
下
六
行
自
の
記
事
は
八

O
頁
上
一
行
目
の
前
に
改
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
凶

刷
本
に
拠
る
も
の
で
、
ま
た
こ
れ
で
な
け
れ
ば
記
事
の
脈
絡
を
欠
き
、
頭
書
の
銀
高
が
内
訳
と
符
合
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
京
都
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
蔵
本
も
鈴
木
本
の
写
で
あ
る
。

4
倒
「
唐
蘭
通
商
取
扱
」
五
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

政
文
が
注
目
に
値
す
る
の
で
、
長
文
で
あ
る
が
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

此
書
ハ
昨
明
治
十
年
前
局
長
大
書
記
官
渡
辺
洪
基
在
職
中
、
住
時
長
崎
港
於
テ
唐
桝
配
阿
蘭
陀
両
国
商
船
取
扱
原
由
之
書
類
、
五
冊
物

ト
称
シ
、
当
時
該
地
ニ
在
リ
テ
ハ
秘
密
ノ
扱
タ
ル
ヲ
聞
キ
、
之
レ
ヲ
目
今
行
ル
、
所
ノ
各
国
貿
易
規
則
参
考
ノ
為
メ
、
本
省
ニ
備
置
度

キ
見
込
ヲ
以
、
三
等
属
清
団
長
秋
へ
該
書
ノ
探
索
ヲ
命
ス
、
然
ル
ニ
維
新
ノ
際
、
該
県
庁
於
テ
、
旧
時
ノ
書
類
ヲ
用
ヒ
サ
ル
ヲ
表
シ
、

悉
ク
之
レ
ヲ
焼
却
ス
ト
、
故
ニ
探
索
ノ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
モ
、
長
秋
勤
メ
テ
探
索
ヲ
遂
ケ
、
之
レ
ヲ
長
崎
県
七
等
属
木
下
志
賀
二
ニ
謀

ル
、
志
賀
二
亦
尽
力
シ
テ
寛
ニ
比
書
全
部
ヲ
整
頓
シ
、
今
本
省
ニ
贈
達
ス
、
愛
ニ
於
テ
唐
蘭
通
商
取
扱
ト
題
シ
所
蔵
ス
ル
モ
ノ
也

外
務
省
記
録
局
書
籍
係
、
十
等
属

中
部
治
之
（
印
）

明
治
十
一
年
九
月

こ
の
よ
う
に
書
名
は
明
治
期
の
仮
題
。
五
冊
物
は
会
所
の
内
部
資
料
で
他
に
開
示
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
維
新
時
の
焼
却
等

に
よ
り
、
諸
藩
に
比
し
て
旧
奉
行
所
・
会
所
関
係
文
書
は
質
量
と
も
に
乏
し
い
中
に
あ
っ
て
、
五
冊
物
の
意
味
は
大
き
い
。
前
の
八
幡
町

乙
合
木
下
に
よ
る
「
整
頓
」
と
は
、
書
冊
の
構
成
文
言
体
裁
な
ど
他
書
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
一
本
（
原
名
・
所
在
等
不
明
）

の
謄
写
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。

記
事
の
下
限
は
、
第
五
冊
唐
船
銅
口
銭
項
に
「
弘
化
四
未
年
ニ
て
年
限
相
満
候
ニ
付
、
猶
又
依
願
、
翌
申
年

S
是
迄
之
遇
」
裁
可
さ
れ

た
と
あ
り
嘉
永
一
五
年
。
底
本
の
成
立
は
そ
の
後
間
も
な
く
で
あ
ろ
う
。

記
事
を
六
年
前
の
岡
本
と
比
較
す
れ
ば
、
と
の
間
短
期
間
で
、
蘭
船
定
数
が
一
般
か
ら
ニ
般
へ
（
定
高
が
七
O
O貫
目
か
ら
八
O
O貫
自
に
増

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
〈
中
村
）

七



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）
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加
、
但
し
第
三
間
で
は
訂
正
せ
ず
）
、

奉
行
所
与
力
同
心
の
再
置
な
ど
の
ほ
か
、

取
立
て
て
の
変
革
は
な
か
っ
た
の
で
、

右
に
伴
う
各
項
銀

記
事
そ
の
も
の
の
加
除
修
正
は
少
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
嘉

永
別
と
い
う
鎖
国
最
終
段
階
の
貿
易
会
計
総
覧
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
記
事
の
脱
酌
（
落
下
を
合
む
）
が
あ
る
の
は
惜
ま
れ
る
。

一
両
内
訳
等
の
調
整
が
、
第
一
・
三
・
四
冊
に
多
く
見
ら
れ
る
ほ
か
、

5 

そ
の
他
戸
端
本
）

a
「
唐
阿
蘭
陀
商
法
」
乾
坤
二
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

外
務
省
本
、
明
治
の
写
本
で
二

O
行
の
罫
紙
使
用
。
二
種
の
史
料
か
ら
成
る
。
乾
は
ま
ず
「
故
家
所
蔵
異
国
商
売
之
旧
記
一
冊
、
即
市

法
也
」
と
註
し
、
「
市
法
旧
記
」
と
仮
題
を
付
し
た
記
録
を
収
め
、
続
い
て
五
冊
物
の
第
一
・
第
二
冊
、
坤
が
第
三

1
第
五
冊
で
あ
る
。

五
冊
物
の
冒
頭
部
分
に
「
長
崎
会
所
ニ
而
出
来
之
当
時
、
商
売
方
之
記
録
五
冊
物
如
左
」
と
註
し
、
各
冊
の
際
題
は
前
掲
諸
本
と
同
じ
で

あ
る
。
し
か
し
、
第
一

1
第
四
冊
は
右
と
同
じ
く
唐
船
一

O
般
・
蘭
船
一
般
と
い
う
寛
政
二
年
改
革
以
降
の
仕
組
に
対
し
て
、
第
五
冊
は

明
立
て
な
ど
体
裁
は
諸
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
内
容
は
そ
れ
以
前
明
和
二
年
か
ら
の
唐
船
二
ニ
般
制
下
の
仕
法
で
あ
っ
て
、
明
ら
か

に
底
本
を
異
に
す
る
（
そ
の
こ
と
の
明
記
は
な
い
）
。
そ
こ
で
第
一

1
第
四
冊
に
つ
い
て
前
掲
諸
本
と
比
較
す
れ
ば
、
・
全
体
的
な
記
事
は
凶
本

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
ωυ

記
事
の
下
限
は
寛
政
二
年
で
（
第
三
冊
商
売
外
爪
箔
甲
条
）
、
加
除
修
正
は
寛
政
末
期
の
改
革
記
事
が
多
く
、

底
本
は
凶
本
の
直
後
（
享
和
一
克
年
以
前
）
に
成
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
第
一

1
第
四
冊
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
蘭
船
商
売
元
代
銀
を
第
一

冊
で
は
銀
七
五

O
貫
呂
に
対
し
第
三
冊
で
は
七

O
O貫
目
と
し
（
そ
の
た
め
内
訳
た
る
商
人
入
札
払
・
献
上
端
物
代
・
奉
行
所
調
物
等
の
元
代
銀
や

山
銀
H
利
潤
額
も
災
な
る
）
、

ま
た
閑
船
輸
出
銅
六
七
万
斤
に
対
し
、
同
箱
代
は
六

O
万
斤
分
を
計
上
す
る
な
ど
、
書
冊
聞
の
記
事
の
矛
盾

が
め
だ
ち
、

第
一

1
第
四
冊
も
別
々
の
底
本
に
拠
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
銀
高
の
誤
記
も
散
見
さ
れ
（
た
め
に
例
え
ば
標
記
額

と
内
訳
が
合
わ
な
い
）
、
慎
重
な
取
扱
い
を
要
す
る
。

b

「
阿
蘭
陀
船
商
売
方
之
大
意
」

一
冊
戸
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）

標
題
・
内
容
と
も
五
冊
物
の
第
三
間
に
当
た
る
。
蘭
船
二
般
制
下
の
仕
法
で
、

記
事
の
下
限
は
安
永
九
年
（
商
売
外
脇
荷
物
の
条
）
で
あ



る
が
、
他
の
四
冊
を
欠
く
の
で
、
寛
政
二
年
以
前
の
五
冊
物
と
し
て
の
正
確
な
下
限
は
不
詳
。
項
立
て
ほ
か
記
事
の
体
裁
は
凶
本
以
下
の

祐
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
銀
額
・
数
量
は
大
幅
に
異
な
る
。
諸
本
に
よ
る
全
体
的
な
貿
易
収
支
（
第
9
表
参
照
）
と
の
対
比
は
、
蘭
船

に
限
定
し
て
も
第
一
冊
を
欠
く
の
で
正
確
に
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
で
は
蘭
船
二
般
の
本
方
貿
易
で
元
代
銀
一
二
五

O
貫
目
。
っ
ち
定
高
八

0
0貫
目
）
の
取
引
に
よ
り
、
会
所
は
三
、
三
七
七
貫
四
八
五
匁
の
出
銀
を
得
（
利
益
率
二
七
割
）
、
と
の
ほ
か
「
商
売
外
」
脇
荷
元
代
二
三

八
貫
七
六
五
匁
の
取
引
等
が
あ
る
。
寛
政
改
革
後
に
比
し
貿
易
規
模
（
取
引
額
・
出
銀
）
は
大
き
い
が
、
会
所
の
収
益
率
は
低
く
（
第
9
表

蘭
船
定
高
取
引
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
ゴ
了
四
0
・
三
三
割
）
、
寛
政
改
革
以
前
の
取
引
史
料
（
五
冊
物
）
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

c
「
崎
陽
事
務
録
」

一
冊
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

内
題
は
「
唐
船
商
売
方
之
大
意
」
で
、
五
冊
物
の
第
二
冊
に
相
当
。
凶
木
第
二
冊
と
ほ
ぼ
同
文
（
こ
の
冊
に
限
定
す
れ
ば
下
限
は
寛
政
八
年
）

で
あ
る
。
遺
用
売
に
関
す
る
付
札
が
、
朱
座
買
詰
朱
の
項
に
あ
る
な
ど
、
問
題
な
し
と
し
な
い
。

d
「
唐
阿
聞
陀
元
払
銀
井
諸
払
方
大
意
書
付
四
」

一
冊
（
長
崎
市
立
博
物
館
所
蔵
）

が
標
題
・
内
容
か
ら
五
冊
物
の
第
四
冊
。
本
書
の
記
事
の
下
限
は
文
化
二
二
年
（
増
上
納
金
お
よ
び
長
崎
諸
役
人
受
川
井
助
成
銀
の
条
）
で
あ
る

そ
の
後
の
同
1
同
本
に
み
え
る
文
政
二
年
の
例
格
上
納
金
に
関
す
る
改
訂
記
事
を
欠
く
の
で
、

乙
の
聞
に
成
る
五
冊
物
（
の
端
本
）

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
成
立
が
凶
本
と
岡
本
の
間
で
あ
る
の
で
、

凶
本
以
降
の
記
事
を
追
加
し
（
殆
ん
ど
削
除
は
な
い
）
、
三
者
の

各
項
銀
高
を
比
較
す
る
と
、
御
用
物
引
分
高
・
長
崎
駐
在
幕
吏
お
よ
び
長
崎
地
役
人
の
受
用
銀
の
漸
増
傾
向
、
別
子
立
川
涌
水
手
当
の
新

設
、
諸
役
所
（
大
坂
銅
肢
を
含
む
）
雑
用
銀
の
一
時
的
減
少
が
み
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
は
岡
本
と
同
額
の
も
の
が
多
い
。

e
「
唐
船
商
売
方
之
大
意
」

一
冊
（
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）

標
題
や
記
事
内
容
か
ら
、
例
え
ば
箇
条
に
よ
っ
て
は
「
五
ノ
帳
寄
進
之
所
ニ
委
細
書
載
仕
申
候
」
と
も
あ
り
、

五
冊
物
の
端
本
で
、
第

二
冊
で
あ
る
。
こ
の
冊
に
限
定
し
て
も
、
記
事
の
下
限
は
文
政
六
年
（
奉
行
調
物
条
）
で
、
以
降
の
諸
本
に
は
み
え
る
同
年
の
調
進
薬
種
取

扱
改
正
、
翌
七
年
に
始
る
入
札
物
代
銀
の
二
割
先
納
制
の
ど
と
き
重
要
な
記
事
を
欠
く
の
で
、
文
政
六
年
現
在
の
五
冊
物
と
い
え
る
。
主

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

九



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
附
物
の
諸
本
（
中
村
）

。

要
な
取
引
の
旧
仕
法
の
朱
書
も
前
後
の
凶
岡
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
御
菓
子
屋
除
砂
糖
条
の
文
化
元
年
改
訂
に
係
る
詳
細
な
但
書
は
、
本

書
の
み
に
み
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事
で
あ
る
。
し
か
し
全
般
的
に
は
事
項
銀
額
と
も
に
凶
本
に
近
く
、
別
段
売
を
は
じ
め
岡
本
と
の
異
同

が
多
い
。
乙
れ
は
主
に
天
保
後
期
の
改
革
（
「
御
取
締
」
）
に
よ
る
も
の
で
、
寛
政
以
降
唐
船
貿
易
で
は
天
保
改
革
の
重
要
性
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
（
蘭
船
取
引
で
は
文
政
三
年
l
天
保
二
年
に
、
商
額
・
銅
渡
一
口
問
を
倍
額
に
近
い
延
享
三
年
仕
法
に
復
し
た
意
義
が
大
き
い
）
。

ー寸

唐
船
拾
般
阿
蘭
陀
船
一
一
般
元
代
出
銀
仕
払
方
明
細
書
付
」

阿
蘭
陀
方
商
売
荷
物
元
払
等
大
意
訳
書
付
」

一
冊
（
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）

f 
--, 

一
冊
（
同
上
）

申「

r~ 

一
冊
（
向
上
、
但
し
分
類
番
号
は
三
者
と
も
異
な
る
）

唐
阿
蘭
陀
船
一
五
払
弁
諸
払
方
大
意
書
付
」

右
三
冊
に
は
表
紙
に
「
共
五
冊
」
と
あ
り
、
書
体
・
旧
蔵
者
（
松
田
氏
）
も
同
じ
く
、
同
じ
五
冊
物
の
そ
れ
ぞ
れ
第
一
・
三
・
四
冊
で
あ

記
事
の
下
限
は
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
、
第
四
冊
別
子
立
川
銅
山
涌
水
手
当
条
）

で
あ
る
。
第
二
・
五
冊
を
欠
く
が
、
安
政
二
年
か
ら
は

る。関
船
二
般
で
、
同
年
鼠
島
外
人
遊
歩
場
や
医
術
伝
習
所
が
設
置
さ
れ
、
海
軍
伝
習
も
始
ま
る
が
、
こ
れ
ら
関
連
の
収
支
が
全
く
み
え
な
い

の
で
、
安
政
元
年
段
階
の
五
冊
物
の
端
本
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
嘉
一
永
元
年
を
下
限
と
す
る
岡
本
以
降
、
開
港
直
前
の
そ

れ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
同
本
と
比
較
す
れ
ば
、
開
港
直
前
の
貿
易
額
は
唐
船
別
段
売
が
一
二
・
五
倍
、
蘭
船
脇
荷
が
一
二
二
倍
と
乗
組
員

の
個
人
的
取
引
の
増
加
に
よ
っ
て
、
三
歩
掛
り
銀
に
示
さ
れ
る
会
所
の
総
売
上
高
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
会
所
の
貿
易
会

計
の
規
模
も
拡
大
し
、
支
出
面
で
輸
出
品
代
・
行
政
経
費
の
増
加
を
み
た
が
、
差
引
き
若
干
の
黒
字
を
生
む
建
前
で
あ
る
。
（
第
9
表
参
照
）

五
冊
揃
っ
て
い
る
凶
・
倒
H
附
・
酬
の
三
本
と
端
本
六
種
の
い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
検
討
か
ら
、
次
の
よ
う
な
結
論
を

得
る
。
ま
ず
、
冗
冊
物
は
会
所
役
人
に
よ
っ
て
部
外
秘
の
実
務
資
料
と
し
て
編
述
さ
れ
、
す
で
に
唐
船
一
五
般
制
下
（
寛
延
二
l
明
和
元
年
）

川公

ι」、
J

－
 

に
、
お
そ
く
と
も
同
一
三
般
制
（
明
和
二

i
寛
政
二
年
）
下
の
安
永
九
年
頃
（
端
本
b
、
お
よ
び

a
）
に
は
成
立
し
た
。

と
れ
は
安
永
三
年
頃

に
成
る
長
崎
会
所
の
「
大
意
書
」

は
後
世
の
写
本
で
、
底
本
は
散
伏
し
て
い
る
が
、
乙
れ
ら
を
含
め
て
五
冊
の
全
体
構
成
は
も
と
よ
り
、
各
項
の
体
裁
や
字
配
り
ま
で
同
じ
で

一
三
種
に
み
る
、
会
所
の
帳
簿
組
織
の
整
備
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
凶
・

ω・
端
本
の

a
・
c



あ
る
。
し
か
し
仔
細
に
み
る
と
銀
額
数
量
ほ
か
、
九
種
こ
と
ご
と
く
異
聞
が
あ
り
、
寛
政
二
年
の
改
革
以
前
か
ら
開
港
直
前
ま
で
、
貿
易

九
種
は
各
時
点
で
の
ほ
ぼ
現
行
規
定
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
し
か
し
加
除
修
正

仕
法
の
改
革
に
応
じ
て
加
除
修
正
さ
れ
て
お
り

は
、
五
冊
全
体
を
通
し
、
か
な
ら
ず
し
も
末
端
の
些
細
な
項
目
・
銀
額
・
人
数
等
に
ま
で
は
及
ば
ず
、
た
め
に
総
論
的
な
第
一
冊
と
各
論
た

る
第
二
冊
以
下
と
の
銀
高
等
の
不
一
致
、

あ
り
）
、
宝
暦
期
以
来
の
旧
仕
法
で
も
、
現
行
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
か
つ
密
接
な
も
の
は
朱
書
し
て
残
し
、
ま
た
成
冊
後
の
改
正

は
付
札
等
に
よ
り
、
新
旧
対
照
し
て
実
用
の
便
を
は
か
つ
て
い
る
。
な
お
五
冊
物
の
実
用
価
値
の
高
さ
は
、
大
部
な
五
冊
物
が
相
つ
い
で

各
冊
内
で
の
修
正
漏
れ
や
標
記
額
と
内
訳
の
蹴
嗣
も
み
ら
れ
る
が

（
ほ
か
に
記
事
の
誤
脱
・
錯
簡

修
正
筆
写
さ
れ
、

ま
た
「
五
冊
物
抜
書
諸
書
留
」
（
町
年
寄
薬
師
寺
家
の
控
）
・
「
五
冊
物
書
抜
」
（
九
州
文
化
史
研
究
所
蔵
、
安
政
三
年
の
規

定
あ
り
）
等
の
存
在
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。

註
（1
）
記
録
の
性
格
か
ら
、

ζ

の
「
五
冊
物
」
は
長
崎
会
所
五
冊
物
で
あ
ろ
う
。
「
十
三
冊
物
」
は
会
所
の
『
大
意
書
』
一
三
種
（
近
世
社
会
経
済
叢
書
七

巻
所
収
）
と
忠
わ
れ
る
が
、
五
冊
物
の
各
冊
は
後
述
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
「
仕
訳
書
付
」
・
「
訳
書
」
か
ら
成
り
、
合
せ
る
と
一
三
部
で
内
容
は
五
冊
物

の
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

（2
〉
「
長
崎
県
史
』
史
料
編
四
の
解
題
、
吉
川
弘
文
館
。

（3
）
刊
本
五
冊
物
（
同
右
所
収
）
二

O
O頁
、
ほ
か
同
年
よ
り
出
島
修
復
料
の
財
源
を
本
方
か
ら
脇
荷
取
引
に
改
め
た
（
一
四
七
頁
）
。
さ
ら
に
樟
脳
売
渡

単
価
の
改
訂
（
一
三
二
頁
〉
を
考
慮
す
れ
ば
、
究
政
一
二
年
ま
で
の
間
と
な
る
。

（4
）
同
有
一
じ
0
・
一
九
四
頁
。

（5
）
例
え
ば
、
商
館
長
参
府
前
の
年
「
残
銀
」
、
唐
方
商
売
外
取
引
の
う
ち
、
薩
州
買
請
唐
明
饗
の
一
部
ゃ
、
対
州
除
き
牛
角
の
一
部
な
ど
。

（6
）
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
問
、
三
八
三

1
三
八
六
頁
。

（7
）
明
治
四
O
年
長
崎
市
役
所
調
「
古
文
書
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
ほ
か
宝
永
五
年
「
諸
役
人
役
料
高
井
動
方
発
端
年
号
等
」
、
寛
延
三
年
「
長
崎
諸
役
人

増
減
書
」
、
「
唐
阿
蘭
陀
船
入
津
ヨ
リ
出
帆
迄
行
事
帳
」
、
「
町
年
寄
由
緒
書
」
や
享
保
一
五
年
「
長
崎
浦
上
両
村
文
配
書
付
」
等
三

O
点
余
が
、
磨
屋
町

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
〈
中
村
）

居
住
の
同
氏
の
寄
贈
と
あ
る
。

（8
）
例
え
ば
奉
行
所
調
物
・
受
用
金
の
変
更
、
与
力
同
心
の
受
用
銀
の
新
設
（
第
二
・
四
冊
）
。
ま
た
秋
帆
F
獄
と
と
も
に
資
産
は
凍
結
さ
れ
た
が
、
岡

本
で
は
秋
帆
持
地
の
「
雲
通
平
椀
硝
蔵
地
子
作
徳
銀
調
役
一
一
嶋
四
郎
太
夫
へ
相
波
候
」
と
あ
る
（
刊
本
二

O
九
頁
）

（9
）
但
し
、
付
札
の
蘭
人
献
上
進
物
端
物
は
元
代
四
六
貫
目
余
、
内
訳
と
し
て
大
御
所
（
家
斉
天
保
一
二
年
正
月
夜
）
・
本
丸
・
西
丸
・
大
老
（
伊
井

直
亮
同
年
五
月
辞
任
）
以
下
、
諸
役
人
の
受
納
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
御
所
・
大
老
は
傍
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
大
御
所
受
納

額
五
貫
三
七
五
匁
は
既
に
右
の
四
六
貫
目
余
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
御
所
分
抹
消
の
印
は
成
冊
以
前
で
あ
る
が
、
大
老
分
は
な
お

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
抹
消
は
成
冊
後
で
あ
ろ
う
。

（
叩
）
底
本
の
付
札
は
そ
の
旨
註
記
し
て
本
文
に
入
れ
、
第
三
冊
の
各
項
内
訳
の
末
尾
に
「
〆
」
を
新
補
。

（
日
）
「
元
之
書
付
」
、
慶
応
三
年
「
御
改
革
－
一
付
諸
役
人
身
分
御
引
直
被
仰
波
書
」
。

（
ロ
）
因
み
に
刊
本
五
冊
物
よ
り
該
当
部
分
を
示
せ
ば
、
二
六
頁
下
二

O
行
自
l
二
七
頁
上
一
九
行
目
、
三
三
頁
上
二

O
行
H
i三
四
頁
上
六
行
目
、

O
頁
下
一
五
行
目

t
一
四
一
一
良
一
八
行
自
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

（
日
）
例
え
ば
第
二
冊
成
方
法
出
白
砂
糖
代
の
一
大
明
四
年
仕
法
荷
渡
時
文
給
額
の
よ
う
に
、
銀
高
の
誤
り
ま
で
共
通
し
て
い
る
。

四

ニ
、
五
冊
物
の
構
成
と
貿
易
収
支

以
上
の
五
冊
物
諸
本
は
、
全
体
構
成
・
各
冊
の
内
題
、
項
目
の
た
て
か
た
や
記
事
の
体
裁
等
を
同
じ
く
す
る
の
で
、

こ
こ
で
は
説
明
の

都
合
上
、
諸
本
中
伝
来
が
最
も
確
か
で
、
か
つ
記
事
詳
細
な
倒
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
を
底
本
と
す
る
刊
本
を
例
に
と
る
。
こ
の
場
合
、

さ
き
に
指
摘
し
た
錯
伺
二
件
、
お
よ
び
若
干
の
誤
植
は
仮
り
に
訂
正
さ
れ
た
も
の
と
し
て
取
扱
う
。

－
第
一
冊
｜
貿
易
収
支
の
概
要
｜

第
一
冊
の
標
題
は
「
唐
船
拾
般
阿
闘
陀
船
壱
娘
、
元
代
・
出
銀
仕
払
方
明
細
書
付
」
で
あ
る
。
天
保
一
三
年
現
在
、
年
間
の
取
引
定
数

ば
寛
政
三
年
以
来
唐
船
一

0
・
蘭
船
一
般
で
あ
る
（
も
っ
と
も
天
保
一
四
年
間
の
平
均
実
績
は
唐
船
六
・
八
五
娘
、
関
船
一
・
一
二
般
）
。
「
元
代
」

と
は
輸
入
品
の
仕
入
値
（
「
元
直
」
、
但
し
厳
密
に
は
元
代
に
「
割
増
・
償
銀
」
を
加
算
支
給
す
）
、

「
山
山
銀
」
と
は
輸
入
品
の
売
上
代
銀



か
ら
元
代
を
引
去
っ
た
会
所
の
粗
利
益
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
収
支
に
つ
き
、
第
一
冊
は
次
の
三
項
か
ら
成
る
。

唐
船
拾
般
元
代
・
出
銀
凡
積
仕
訳

円

4円。
略
す
る
が
、
右
元
代
の
う
ち
二
、
五
五
二
貫
三
二

O
貫
自
分
の
輸
入
品
が
本
商
人
の
入
札
に
付
さ
れ
、
会
所
は
各
品
平
均
一
八
割
（
凶
本
段

ほ
か
は
「
除
き
物
」
で
幕
府
御
用
物
以
下
の
優
先
的
調
達
に
充
て
ら
れ
る
。

阿
闘
陀
船
牽
般
元
代
・
出
銀
凡
積
仕
訳

唐
船
拾
般
阿
蘭
陀
船
室
般
元
代
・
出
銀
、
井
唐
方
別
段
売
荷
、
其
外
仕
役
場
為
取
締
差
出
候
・
白
砂
糖
之
内
払
代
等
仕
払

は
唐
方
の
「
本
売
」

（
「
本
方
商
売
」
）
、

つ
ま
り
元
代
銀
二
、
七
四

O
貫
目
を
定
高
と
す
る
取
引
の
収
支
見
積
で
あ
る
。
詳
細
は

階
で
は
一
七
割
）
の
出
銀
を
見
込
む
が
、

「
除
き
物
」
は
か
な

ら
ず
し
も
い
わ
れ
る
ご
と
く
原
価
で
売
払
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
御
用
物
は
と
も
か
く

種
、
御
菓
屋
除
き
砂
糖
は
五
割
、
唐
明
答
は
明
饗
座
渡
し
二
五
割
、
間
際
摩
・
対
応
落
渡
し
四

O
割
、
肥
前
買
詰
茶
碗
薬
は
一
八
割
の
出

銀
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
会
所
は
入
札
払
分
を
合
せ
、
元
代
の
一
七
割
に
当
た
る
四
、
六
五
八
貫
七
七
二
外
余
の
出
銀
を
得
る
。

こ
の
項
で
の
会
所
の
収
入
は
、
右
の
元
代
と
出
銀
の
和
と
す
る
（
実
は
他
に
も
三
歩
掛
り
銀
な
ど
（
3
）
に
掲
げ
る
買
主
か
ら
取
立
て
る
会
所
収

（
一
元
代
銀
一
二
O
貫
自
分
で
出
銀
な
し
）

調
進
薬

益
が
あ
る
）
。

以
下
支
出
は
、
ま
ず
元
代
銀
二
、
七
回

O
貫
目
す
べ
て
を
「
代
り
物
」
代
、

つ
ま
り
対
価
と
し
て
の
輸
出
品
代
に
充
て
る
。
内
訳
は
銅

一
O
O万
斤
代
一
、

一五

O
貫
目
・
依
物
代
九
五
四
貫
目
・
諸
色
代
六
三
六
貫
目
で
、

こ
れ
だ
け
を
み
る
と
俵
物
諸
色
の
海
産
物
が
銅
代

が
』
凌
駕
し
て
い
る
。

次
に
、

取
引
の
一
部
（
館
3
表
有
余
売
・
造
用
売
）
に
つ
い
て
は
元
代
銀
に
五
割
の
「
割
増
」
、
銀
四
九
三
貫
七
二
二

匁
を
元
代
に
加
え
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。
以
上
が
対
外
支
出
（
「
元
払
」
）
で
あ
る
が
、
こ
の
五
割
増
分
は
唐
人
が
負
担
す
べ
き
滞
在
中

の
生
活
経
費
・
各
種
謝
礼
（
「
快
進
・
諸
定
例
」
）
と
し
て
会
所
へ
返
納
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
会
所
か
ら
米
薪
屋
等
の
商
人
や
諸
役
人
・

寺
社
等
へ
の
支
払
は
、
返
納
額
に
有
余
売
・
遺
用
売
の
出
銀
を
加
え
て
会
所
の
支
出
と
な
る
。
次
に
会
所
負
担
の
主
な
必
要
経
費
は
「
銅

償
銀
」
で
あ
る
。
さ
き
の
銅
代
は
一

O
O斤
当
り
銀
一
一
五
匁
の
法
定
価
格
で
あ
る
が
、
会
所
が
大
坂
で
仕
入
れ
る
国
内
市
価
は
当
時
一

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）
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七
三
匁
二
分
で
あ
る
か
ら
、
差
損
分
五
八
七
貫
目
余
は
出
銀
か
ら
償
わ
れ
た
。

以
上
の
収
支
の
結
果
、
会
所
は
元
代
の
一

O
割
強
に
あ
た
る
二
、
九
五
二
貫
目
余
の
「
正
出
銀
」
、

い
わ
ゆ
る
純
益
を
見
込
む
も
の
で

あ
る
。

(2) 

は
蘭
方
の
「
本
方
」
（
本
売
H
定
高
口
）
収
支
で
あ
る
。
定
高
銀
七

O
O貫
目
と
「
御
助
成
」
（
唐
方
の
割
増
に
匹
敵
す
る
）

一
五
貫

目
で
の
取
引
の
う
ち
、

商
館
の
将
軍
・
世
子
に
対
す
る
献
上
物
や
大
老
以
下
幕
府
諸
役
人
へ
の
進
物
用
の
端
物
等
を
撰
び
除
け
（
「
品
分

ケ
」
）
、
残
る
六
七

O
貫
自
分
程
を
売
立
て
る
。
こ
の
う
ち
御
用
物
な
ど
会
所
の
出
銀
を
見
込
ま
な
い
も
の
、
奉
行
所
調
物
な
ど
薄
利
の

も
の
も
あ
る
が
、
本
商
人
入
札
払
六
二
三
貫
自
分
に
つ
い
て
は
天
保
八

1
一
O
年
の
平
均
実
艇
で
も
四

O
割
の
出
銀
が
あ
り
、
全
体
で
は

二
、
六
七
六
貫
目
余
、
元
代
の
四

O
制
の
出
銀
を
見
込
む
と
す
る
。
但
し
出
銀
の
額
を
集
計
す
れ
ば
二
、
五

O
三
貫
目
、
出
銀
率
は
三
七

・
四
割
と
な
り
記
事
は
矛
盾
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
冊
の
該
条
と
も
異
る
額
で
あ
り
（
端
本
a
も
同
じ
）
、
こ
れ
は
書
冊
成
立
の
時
点
で
、

合
計
額
な
ど
主
要
部
分
に
つ
い
て
の
み
修
正
さ
れ
た
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
会
所
の
収
入
は
買
主
か
ら
取
立
て
る
輸
入
品

代
、
す
な
わ
ち
右
の
元
代
と
出
銀
の
和
で
あ
る
一
二
、
三
四
五
貫
目
余
と
す
る
（
こ
の
外
の
収
入
を
（
3
）
で
一
不
す
の
は
唐
方
に
同
じ
）
。

支
出
は
、
ま
ず
「
代
り
物
」
つ
ま
り
輸
出
品
代
四
九
二
貫
四
七
四
匁
で
、
内
訳
は
銅
六

O
万
斤
代
三
六
二
貫
目
余
と
樟
脳
・
銅
針
金
・

器
物
類
・
樽
物
等
の
諸
色
代
（
唐
方
と
異
り
海
産
物
は
含
ま
な
い
）

一
三
一
貫
目
余
で
あ
る
。
次
に
蘭
人
の
負
担
で
、
輸
入
代
価
か
ら
控
除
さ

れ
る
出
島
家
賃
銀
・
滞
在
中
の

「
ば
ん
代
」

ほ
か
の
遺
捨
・
諸
定
例
（
謝
礼
）

－
蘭
船
出
港
後
の
滞
在
費
た
る

「
残
銀
」
（
参
府
前
年
に
は

倍
額
）
等
の
一
三
八
貫
目
余
で
、

計
理
上
は
唐
方
と
同
じ
く
、

い
っ
た
ん
閑
人
に
輸
入
代
銀
と
し
て
元
払
し
た
の
ち
返
納
さ
れ
る
形
を
と

担
す
る
の
で
、

る
。
以
上
元
払
二
口
を
合
算
し
て
も
元
代
銀
に
満
た
ず
、
会
所
の
支
払
不
足
の
よ
う
で
あ
る
が
、
会
所
は
次
の
よ
う
な
蘭
方
諸
経
費
を
負

「
正
出
銀
」
は
元
代
の
二
四
割
に
当
た
る
て
六

O
七
貫
目
余
に
と
ど
ま
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
会
所
の
負
担
は
対
国
内

的
支
出
で
あ
る
が
、
銀
額
の
順
で
は
ま
ず
輸
出
品
代
の
償
い
で
あ
る
（
銅
代
償
六
七
八
賞
自
余
は
前
記
唐
方
と
同
じ
仕
入
単
価
一
七
三
匁
二
分
と
蘭

方
売
渡
単
価
六
O
匁
二
五
と
の
差
損
俗
、
諸
色
代
償
七
五
貫
目
プ
つ
い
で
八
朔
礼
物
の
売
立
て
出
銀
償
三
一

O
貫
目
、
以
下
献
上
物
・
進
物
持



越
雑
用
、

日
雇
・
遊
女
等
の
貰
物
砂
糖
な
ど
、

い
ず
れ
も
元
代
の
六
六

ー
五

O
割
に
の
ぼ
る
益
銀
を
、
元
代
に
加
え
て
各
受
領
者
に
配
分
し
、

ほ
か
遺
捨
諸
項
も
同
様
で
あ
る
か
ら
、

一
た
ん
会
所
が
収
納
し
た
総
出

銀
か
ら
の
払
出
し
益
銀
（
「
出
銀
償
」
）
は
総
額
て

一
一
七
貫
目
余

（
当
該
一
克
代
の
一

O
倍
）
に
の
ぼ
る
。

聞
は
山
間
の
取
引
の
ほ
か
、
本
方
「
商
売
外
」
取
引
の
、
＠
唐
方
別

段
売
、
＠
闘
人
の
個
人
荷
物
た
る
「
脇
荷
物
」
取
引
、
＠
荷
役
に
際

ζ
ぽ
れ

し
日
雇
が
貨
物
の
取
扱
に
注
意
し
て
盈
物
を
少
く
す
る
よ
う
に
と
、
唐

人
側
が
供
与
す
る
白
砂
糖
一
一
万
斤
の
う
ち
、

日
雇
の
取
分
を
除
い
た

－
五
万
斤
の
売
立
代
銀
、

＠
以
上
の
唐
蘭
方
売
立
代
銀
（
元
代
と
出

銀
の
和
）
と
は
別
に
、
そ
の
三
%
を
付
加
徴
収
す
る
「
三
歩
掛
り
銀
」
、

＠
唐
方
の
荒
物
薬
種
に
つ
い
て
の
み
さ
ら
に
売
立
代
銀
の
三
Mmを
課
す

「
三
歩
掛
け
入
銀
」
、
の
五
者
を
合
算
し
た
収
支
で
あ
る
。

会
所
収
入
の
大
要
は
第
l
表
の
よ
う
で
あ
る
。
唐
蘭
本
売
に
つ
い
て

は
山
間
で
述
べ
た
。
唐
方
別
段
売
は
、
天
明
四
年
唐
人
屋
敷
焼
失
に
つ

き
唐
人
助
成
の
た
め
に
、
本
売
以
外
の
手
廻
り
や
残
荷
物
を
買
取
っ
た

の
が
例
に
な
り
、
以
後
別
段
売
の
名
目
で
奉
行
所
や
会
所
の
役
人
に
、
身

分
に
応
じ
た
購
入
（
願
請
）
の
枠
を
設
け
て
引
取
ら
せ
た

権
で
、
役
料
外
収
入
の
一
つ
で
あ
る
）
。
こ
の
た
め
会
所
の
中
間
マ
ー
ジ
ン

（
諸
役
人
の
利

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

唐船10・蘭船1般）

I A 元 代 IB 仕i 銀 I：（買主より取立）｜粗利率
銀賞匁銀貫匁 貫匁 CB/A)

唐方本売（本方〉 2,740,000. 4,658,772. 7,398,772.程 17.0割
，， 別段売 1,000,000.程 500,000.手呈 1, 500, 000. II 5.0" 

蘭方本売（本方） ① 669,078. II ② 2,676, 312. " 3, 345, 390. " 40.0 II 
，， 脇 荷 195,000. 11 105,000. 11 300,000. II 5.4" 

差出し砂糖払立代③ 19,500. " 19,500." 

三歩掛り銀＠ 381,936. " 381,936. II 

三歩掛け入銀⑤ 167,570. " 167,570. " 

計 4,604,078, 

会所の貿易収入見込（天保13年現在第1表

五

定高70噴目＋御助成l噴目一献上進物蜘物元代45貫922匁程

所掲額の集計では2,503貫188匁となる
唐人差出し白砂糖1l万斤のうち，日雇渡し分を除く 1.5万斤代

全払立代銀の3?-6（課徴）
唐方荒物薬種払立代銀の3%（課徴）。出典：刊本五冊物（P.23) 

①

②

③

④

⑤

 

注
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一ムハ

は
右
表
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

元
代
の
五
割
と
三
歩
掛
り
銀
・
三
歩
掛
け
入
銀
で
、

商
人
入
札
払
い
に
比
す
れ
ば
著
し
く
低
い
。

し

か
し
唐
人
に
対
し
て
は
、
元
代
銀
は
館
内
通
用
の
銀
札
（
九
割
）
と
正
銭
と
で
支
払
わ
れ
る
の
で
、

輸
出
品
代
に
伴
う
「
償
」
の
必
要
は

な
か
っ
た
（
第
二
冊
、

一
O
七
l
一一

O
頁
）
。

宝
暦
元
年
頃
迄
は
銀
五

O
貫
目
余
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
期
以
年
よ
り
急
増

し
て
、
同
一

O
年
に
は
一
、
一

O
O貫
目
余
に
達
し
（
ほ
ぽ
本
方
銀
高
に
間
以
）
、

脇
荷
は
「
自
分
荷
物
弁
在
留
阿
蘭
陀
人
共
江
送
荷
物
」
で
、

同
二
二
年
に
は
年
間
五

O
O貫
目
以
下
に
制
限
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
こ
の
間
脇
荷
に
も
年
平
均
一

O
万
斤
程
の
銅
輸
出
が
認
め
ら
れ
た
が
（
但
し
単
価
百
斤
に
つ
き
本
方
の
四
倍
に
当
た
る
銀
二
五

O
目）、

以
後
乙
れ
を
廃
し
、

加
う
る
に
主
要
品
目
で
あ
っ
た
簸
甲
の
輸
入
を
制
限
・
停
止
（
寛
政
三

t
一
O
年
）
し
た
の
で
減
退
し
、

天
保
末
の

「
近
年
」
に
は
三

O
O貫
目
、
う
ち
元
代
一
九
五
貫
目
で
出
銀
率
は
五
割
三
歩
八
厘
と
低
い
が
、

等
者
一
式
払
不
申
」
と
い
う
（
第
三
冊
工
ハ
五

t
一
ム
ハ
六
頁
）
。

「
本
方
商
売
と
逃
ひ
、
代
り
物
代
銀
償

そ
の
他
課
徴
銀
と
も
い
う
べ
き
差
出
白
砂
糖
代
・
三
歩
掛
り
物
・
三
歩
掛
け
入
銀
を
加
え
、
総
出
銀
は
八
、

一
八
・
五
割
に
及
ぶ
（
正
徳
新
例
段
階
で
は
「
山
山
銀
無
之
分
」
を
除
い
て
も
利
率
一

O
剣
で
あ
っ
た
）
。

五
O
O貫
日
程
、
元
代
の

（
元
代
）
は
唐
方
が
八
一

Mmと
圧
倒
的
割
合
を
占
め
る
が
、

取
引
を
蔚
・
闘
方
別
に
み
れ
ば
、
商
額

収
益
率
は
唐
方
の
一
三
・
八
割
に
対
し
て
蘭
方
三
二
・
二
割
。
尤
も
乙
の
外

の
課
徴
銀
の
大
部
分
は
唐
方
の
そ
れ
で
あ
り
、
支
出
面
で
の
償
銀
は
蘭
方
が
多
い
の
で
そ
の
差
は
若
干
縮
ま
る
が
、
蘭
船
舶
載
品
の
、
よ
り

高
い
稀
少
価
値
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
収
益
額
で
は
唐
方
出
銀
が
六
六
Mmを
占
め
、
会
所
の
貿
易
利
潤
は
主
と
し
て
唐
方
、

そ
れ
も
特

に
定
高
口
取
引
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
唐
闘
諸
口
の
高
い
収
益
率
を
、
そ
の
落
札
荷
物
（
長
崎
物
）
の
問
屋
売
に
当
た
っ
た
越
後
屋
（
三
井
）

の
天
保
期
の
粗
利
益
率
数
Mm以
下
ど
対
比
す
る
と
き
、
会
所
が
独
占
す
る
鎖
国
貿
易
の
、
末
期
的
特
質
を
知
り
得
ょ
う
。

以
上
の
貿
易
収
入
か
ら
の
、
支
出
の
大
要
は
第
2
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
輸
入
対
価
や
定
例
・
遣
捨
の
、
い
わ
ば
直
接
的
貿
易
経
費
が
ほ

ぼ
半
額
を
占
め
、
前
記
山
聞
の
「
正
出
銀
」
を
含
む
残
余
は
行
政
支
出
と
も
い
う
べ
く
、
う
ち
約
一
割
は
幕
府
関
係
、
四
割
程
が
長
崎
地

役
人
の
役
料
を
主
と
す
る
市
政
経
費
と
い
え
る
。
但
し
乙
れ
は
本
書
記
事
に
よ
る
分
類
で
あ
っ
て
、
実
際
的
と
は
云
い
難
い
。



唐船10・蘭船1般）

項 目 備 考
貫

唐方本売代り物代 2,740,000程

II 別段売元代分 1,000,QQQ II 銀札・正銭支給
，， 定例・造捨・代り物償銀 1,706,89411 (1）の「出銀」より支出合計

蘭方本売代り物代 507,474 II 
，， 脇 荷物元代分 195,QQQ II 

II 定例・遺捨・代り物償銀 1,228,818 II (2）の「出銀」より支出合計

（小 計） 7,378,185 II 55.5% 

例格上納金（1.5万両代） 900,000 

未納銀上納① 300,000 

勘定方・普請役受用金（1200両代） 67,200 

（小 計） 1,267,200 9.5% 

諸役人受用・助成銀 3,016,468" 

惣町ケ所割銀・竃銀 869,510" 戸別配当銀

諸役所雑用・普請入目 252,349" 

大坂銅座関係費 57,343" 雑用・飛脚賃・旅宛料

その他の市政経費① 455,233 II 

（小 計） 4,650,903" 35. 59'o' 

文 ai ii 入

収 文 差 額 …，， I 不足

（天保13年現在会所の貿易支出見込第2表

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

① 御米代（天領貢米長崎払） ・御下ゲ銅代・御下ゲ銀の返上納

② 諸役人手当褒美銀・扶持米代・代官所関係雑費など29：項目

出典：刊本五冊物（P.24～28) 

註

と
も
あ
れ
、
唐
・
蘭
の
本
方
お
よ

び
「
商
売
外
」
取
引
と
、

乙
れ
に
伴

う
課
徴
銀
の
全
体
的
収
支
は
、
差
引

銀
一
八
三
貫
目
余
（
収
支
の
一
タ
強
）

建、と
前、ど
でく
あ僅
るか
。な

つが
まら
り赤
第字
ーを
冊生
lまず
いる

わ
れ
る
ご
と
く
第
二
冊
以
下
に
つ
い

て
の
総
論
の
形
を
と
る
が
、
と
の
収

支
が
果
し
て
第
一
二
冊
以
下
の
収
支
を

網
羅
し
て
い
る
の
か
、
な
お
検
証
を

要
し
よ
う
。

2
第
二
冊
｜
唐
方
取
引
口
の
構
成

l

第
二
冊
「
唐
船
商
売
荷
物
元
払
等

大
意
訳
書
付
」
も
、
次
の
三
部
門
に

大
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
山
「
唐
船

商
売
方
之
大
意
」
、

間
「
唐
方
商
売

内
諸
除
荷
物
井
出
銀
割
相
極
候
荷
物

訳
書
」
、

間
「
唐
方
商
売
外
御
用
物

－
御
調
物
・
其
外
口
々
訳
書
」

で
あ

七



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

唐船起帆地別 1綾当り定高元代銀

口 船 中奥船 奥 船
取引口 備 考

南京船ほか① 広東・広南船 選羅・l皮留日巴船

貫目 貫目 貫目
8割を銅で輸出定高（狭義） 110,000 135,000 150,000 

雑物替 30,000 35,000 40,000 

4草保合渡：みがし手霊lt~：li事件寄進② 14,833.3 14,833.3 14,833.3 
享享諸 定高化，ヱ日受乙 物 9,903.589 9,903.589 9,903.589 

銅口銭 4,350 5,307 5,916 

日雇賃 4,100 4,500 4,800 寛延2年定高化，

八朔銀 2,068.5507 

（小計） 175,255.4397 207,055.700 228,260.2078 「定式七口」

有余売 94,744.5603 62,944.2994 41,739.7922 壁宝物暦定高3・化年諸色定渡高化し， 寛延2
遺用売 4,000 4,000 4,000 

（累計） 274,000 274,000 274,000 10般分 2,740貫目

有用余割売売 の 47,372.2801 31,472.1497 20,869.8961 寛延2年定額化5 ;b首
遣の 2,000 2,000 2,000 II 
II 

山川町一11 307,472.14971…8ベ

第3表

① 寧波・！夏門・台湾・東京・占城・東浦案船
② 定寄進・増寄進・修理寄進の計，元代分は代り物で唐人へ，出銀を！，日寺へ寄進
出典：刊本五冊物（P.3ト 39)

註

;¥ 

る
が
、
煩
に
わ
た
る
の
で
本
書
の
特
徴
的
事
項
に
つ

い
て
の
み
摘
記
す
る
。

山
で
は
、
ま
ず
「
唐
船
商
売
」
即
ち
「
定
高
」

（
本
方
・
本
売
）
と
し
て
、
正
徳
新
例
以
降
の
定
高
縮

減
の
過
程
を
述
べ
、
第
3
表
に
集
約
さ
れ
る
寛
政

年
以
来
現
行
の
定
高
内
訳
の
各
取
引
に
つ
い
て
、
文

章
と
一
ツ
書
の
計
数
と
で
説
明
す
る
（
以
下
の
各
項
も

れ
Tこ
唐
船
の
起
帆
地
局Jj
銀
高
の
差ハ正
異$徳
は新
、例
こで
の規
頃定
来さ

同
じ
）
。
第
3
表
に
よ
れ
ば
、

航
船
の
大
部
を
占
め
る
南
京
船
の
銀
高
を
基
準
に
事

乙
れ
は
定
高
概
念
の
変
化

実
上
均
等
化
し
て
お
り
、

と
有
余
売
銀
高
の
操
作
に
よ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
定
高
」
は
広
狭
二
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
広

義
の
定
高
は
、
寛
延
二
年
「
商
売
外
口
と
引
分
荷
物

御
止
、
何
れ
も
御
定
高
内
ニ
相
加
」
、

一
船
元
代
二

七
四
貫
目
と
し
た
（
三
O
頁
）
第

3
表
の
一
一
口
の

合
計
で
あ
る

（
小
稿
で
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
こ
れ

に
従
う
）
。

狭
義
の
そ
れ
は
、

口
船
の
場
合
二

O

貫
目
の
取
引
で
、
享
保
一
九
年
以
降
定
高
に
繰
込
ま



れ
た
雑
物
替
（
正
徳
新
例
で
の
有
余
売
）
以
下
は
含
ま
な
い
本
来
的
な
定
高
で
あ
る
。
つ
ま
り
貞
享
二
年
設
定
の
定
高
計
六

O
O
O貫
目
（
隻

数
制
限
な
し
）
、
正
徳
新
例
の
三

O
般
六

O
O
O貫
目
（
一
般
に
つ
き
例
え
ば
南
京
船
二

O
O貫
目
・
広
東
船
二
五

O
貫
目
・
退
羅
船
三

O
O貫
目
）

享
保
四
年
新
銀
建
て
に
つ
き
額
面
半
減
の
定
高
は
、
こ
の
狭
義
の
定
高
に
当
た
り
、
代
り
物
と
し
て
銅
の
裏
付
の
あ
る
取
引
枠
で
あ
る
。

さ
れ
ば
享
保
以
来
の
相
つ
ぐ
隻
数
減
に
よ
り
、
乙
の
意
味
で
の
定
高
貿
易
は
総
額
と
し
て
減
退
し
、
会
所
経
営
の
悪
化
は
幕
府
を
し
て
運

上
金
五
万
両
の
減
（
元
文
元
年
以
降
）
免
（
寛
保
二
年
よ
り
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
か
吃
と
の
打
解
策
が
俵
物
・
諸
色
に
よ
る
諸
口
取
引
の
拡
大

で
あ
り
、
寛
延
二
年
、
初
め
て
の
勘
定
奉
行
兼
帯
の
長
崎
奉
行
松
浦
信
正
に
よ
る
、
こ
れ
ら
を
定
高
に
繰
込
ん
だ
ご
船
銀
高
二
百
七
拾
凹

諸
色
へ
、

つ
ま
り
唐
貿
易
の
指
標
商
品
を
銅
か
ら
俵
物
・

の
転
換
で
あ
ろ
う
。
な
お
諸
口
の
定
高
編
入
の
い
ま
一
つ
の
契
機
は
、
こ
れ
よ
り
さ
き
享
保
一
八
・
九
年
、
雑
物
替
会
所
に
よ

る
雑
物
替
や
、
唐
人
が
唐
寺
・
諸
役
人
等
に
直
接
貨
物
で
贈
与
し
た
寄
進
・
昔
物
を
、

（
代
銀
二
五
貫
目
）
と
す
る
新
た
な
（
広
義
の
）
定
高
制
の
成
立
、

貫
目
、
配
銅
十
万
斤
」

「
長
崎
会
所
詰
込
」
と
し
た
会
所
に
よ
る
独
占
の

強
化
で
あ
る
。

聞
の
「
商
売
内
」
除
物
に
は
（
「
商
売
」
と
は
定
的
口
商
売
を
指
す
）
、
現
行
の
白
糸
（
定
前
二
、
六
五
O
斤
、
五
ケ
所
宿
老
の
値
組
に
よ
る
一
五

御
菓
子
屋
除
砂
糖
、
唐
方
御
用
物
（
元
代
は
会
所
出
銀
よ
り
仮
払
）
、

代
三
二
七
賞
八
三
一
匁
程
↓
商
人
入
札
払
代
七
九
八
貫
一
四
一
匁
一
分
程
〉
、

江
戸
御
医
師
調
進
薬
種
、
対
馬
・
佐
賀
藩
等
除
き
の
明
答
や
茶
碗
薬
等
の
ほ
か
、

寛
政
以
降
廃
絶
の
銀
座
買
請
社
鈎
（
文
政
二
）
、
蝦
夷
地

御
用
薬
種
（
同
五
年
）
、
花
辺
銀
銭
（
同
三
年
）
を
挙
げ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
御
用
物
を
除
き
、
五
割
以
上
の
出
銀
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の

で
中
の
る
。

間
「
商
売
外
」
取
引
の
諸
口
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
天
保
末
に
お
け
る
現
行
取
引
か
、
既
に
廃
止
さ
れ
た
仕
法
な
の
か
不
明
瞭
、
か
っ

元
代
銀
不
記
（
不
定
）
の
記
事
も
あ
っ
て
明
確
を
欠
く
。
朱
書
等
か
ら
旧
仕
法
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
、
西
蔵
金
、
安
南
金
、

安
南
金
に
伴
う
外
売
、
人
参
・
伽
羅
の
取
引
、
別
段
銅
買
渡
方
商
法
で
あ
る
。
そ
乙
で
こ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
天
保
一
一
年
九
月
番
上
の

「
唐
阿
蘭
陀
船
商
売
外
荷
物
、
諸
取
立
銀
納
払
積
凡
量
一
日
付
」
（
「
長
崎
覚
書
し
帥
）
に
よ
っ
て
現
行
の
「
商
売
外
」
取
引
の
総
枠
を
掲
げ
、
そ

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

九



第4表 唐船 10娘「商売外」取引銀高

取 ell ロ｜元代銀｜割増銀｜取引計｜開｜備考（仇等）
貫目 貫目 貫目

A「長崎覚書」坤

唐 金 1,000,000 出銀率8.3%程

雲 南 金 300,000 ’I 16.0 // 
外 7雪量E' 2,260,000 " 180.0 " 

Bリ 段 7でまE' 1,000,000 " 50.0 " 

（計） 4,560,000 

B五 冊 物
(P. 73-111) 

唐 金 1,000,000 。1,000,000 天保8 割下昆布，種人参等
雲 南 金 300,000 。 300,000 " 1r：払軒謹
諸商法口々 2,260,000 1,130,000 3,390,000 " 

諸色，割下

5JIJ 段 7C τr 1,000,000 。1,000,000 天保7 銀札9：正銭1
（計） 4,560,000 1,130,000 5,690,000 

（五｛！日物諸商法内訳）

街］ 用 物 （不定） 元代の5割 （不定） 近来 俵物，諸色

奉行所調物 30,000 15,000 45,000 文政6 俵物6：諸色4

" 説物（直代り） 10,000 。 10,000 天保8 諸色，蒔絵など
勘定方・普請役求物 eooカ 400カ 1,200カ " 俵物6：諸色4
町年寄献上端物 6,800程 3,400 10,200f.呈天保11調 " 
朱座寅請朱 64,500" 。 64,500 " (3000斤分〕，銀本L
生 類 （不定） 元代の （不定〉 天保9 銀札

6～15割
御囲籾米方商法 10,000 5,000 15,000 天保8 俵物6：諸色4

書 籍 商 法 100,000 。 100,000 天保7 和人参，諸色
鮫 商 法 100,000 。 100,000 ” " 
唐 銀 400,000 。 400,000 文化13務割遣捨下諸色等6
唐金i乙付外売 240,000 120,000 360,000 " 

.4 割下諸色，

増売 唐銀l乙付外売 120,000 60,000 180,000 " 俵物6：違捨4
売不足返納商法 150,000 75,000 225,000 " 

割下追銀捨札，同諸
色，

唐金増持波 886,150 394,330 1,280,480 同上当年よ 諸色，銀札，遺捨
り分

工社手廻臨時貿上 （不定） （不定） 天保7 （別段売極銀の外）

（所掲額計） 2,118,250 673,130 2,791,380 

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

。



の
内
訳
を
示
す
意
味
で
五
冊
物
の
該
条
を
整
理
す
れ
ば
、
第
4
表
の
ご
と
き
で
あ
る
。

乙
れ
か
ら
、
ま
ず
総
論
と
い
わ
れ
る
第
一
冊
（
第
1
表
参
照
）
で
は
「
商
売
外
」
取
引
と
し
て
は
別
段
売
だ
け
で
あ
る
が
、
乙
の
ほ
か
に

唐
金
・
雲
南
金
・
諸
商
法
（
外
売
）
の
、
元
代
銀
だ
け
で
三
、
五
六
O
貫
目
（
定
額
の
一
、
三
倍
）
の
取
引
が
あ
る
乙
と
、
し
た
が
っ
て
第

1
表
の
唐
方
貿
易
収
入
に
は
、
乙
れ
ら
元
代
・
以
上
の
取
引
に
伴
う
出
銀
（
向
上
書
で
は
四
、
一
九
九
貫
六
一

O
目
程
）
・
唐
方
三
歩
掛
り

銀
（
向
上
四
三
六
貫
七
八
二
匁
）
・
三
歩
掛
け
入
銀
（
向
上
二
九
三
貫
六
＝
ニ
匁
）
、
以
上
の
合
計
八
、
四
九
O
貫
目
程
が
加
算
さ
る
べ
き
で
、

第
一
冊
の
唐
方
収
入
は
ま
さ
に
そ
の
半
額
に
過
ぎ
な
い
と
と
、
，
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
見
合
う
支
出
と
収
支
差
引
（
第
2
表
）
も
ま
た
、

「
凡
積
」
と
し
て
も
極
め
て
不
備
で
あ
る
乙
と
が
判
明
す
る
。

で
は
何
故
に
か
か
る
多
額
の
取
引
と
収
支
が
第
一
冊
で
は
捨
象
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
そ
れ
は
「
商
売

外
」
取
引
の
性
格
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
商
売
外
諸
取
引
の
起
源
は
、
宝
暦
一
三
年
か
ら
の
唐
銀
・
唐
金
の
輸
入
と
、

ζ

れ
に
伴
う
外
売
諸
商
法
や
天
明
四
年
か
ら
の
別
段
売
で
、
一
船
定
高
二
七
四
貫
目
制
確
立
後
の
新
規
取
引
で
あ
る
。
し
か
も
乙
れ
ら
は

唐
金
銀
輸
入
に
見
合
う
俵
物
・
諸
色
生
産
の
発
展
を
前
提
と
し
た
取
引
で
あ
る
が
、
金
銀
の
載
来
は
年
次
に
よ
る
変
動
が
大
き
く
、
た
め

に
と
れ
に
伴
う
外
売
諸
商
法
の
政
策
的
改
変
も
甚
し
か
っ
た
。
と
り
わ
け
文
政
以
降
「
唐
船
不
進
」
の
取
引
衰
退
期
で
、
定
高
以
外
に

恒
常
的
な
貿
易
枠
「
御
極
高
」
を
設
定
で
き
る
の
は
、
最
低
限
増
加
一
途
の
乗
組
員
荷
物
の
別
段
売
取
引
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
も

あ
れ
五
冊
物
は
定
高
口
確
定
後
の
恒
常
的
財
政
ミ
こ
一
マ
ム
を
示
し
た
も
の
で
、
収
支
の
赤
字
は
乙
れ
以
外
の
商
売
外
諸
商
法
に
よ
っ
て
容

易
に
解
消
さ
れ
る
と
と
を
前
提
に
し
、
む
し
ろ
幕
府
や
外
国
側
に
対
し
て
、
赤
字
を
建
前
に
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
ζ

そ
、
そ
れ
を
理
由
に

外
売
諸
商
法
の
運
営
を
会
所
に
よ
り
有
利
に
運
ぶ
乙
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
乙
の
ζ

と
は
寛
政
以
降
の
会
所
の
歳
入
出
に

お
い
て
、
予
算
で
は
例
外
な
く
赤
字
を
計
上
し
、
赤
字
解
消
の
条
件
と
し
て
支
出
節
減
（
「
御
省
略
」
）
の
ほ
か
、
幕
府
に
対
し
て
有
利
な

取
引
口
の
拡
大
と
運
上
の
軽
減
等
を
願
い
出
、
結
果
的
に
は
決
算
は
黒
字
で
あ
る
と
と
と
軌
V
一
に
し
て
い
る
。

唐
金
銀
に
よ
る
出
銀
は
、
会
所
の
買
入
価
額
と
上
納
価
額
の
両
替
差
益
で
、
例
え
ば
唐
金
は
量
目
一
匁
に
つ
き
銀
三

O
目
（
三
O
双替）、

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
〈
中
村
）



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

雲
南
金
は
二
八
双
替
で
買
入
れ
た
も
の
を
、
三
二
・
五
双
替
で
運
上
す
る
の
で

（
九
六

t
九
七
、

一
O
一
頁
）
、

出
銀
率
は
そ
れ
ぞ
れ
八
・

三
Mm
、
一
六
%
に
す
ぎ
な
い
が
、

外
売
商
法
の
出
銀
は
平
均
一
八
割
で
、
定
高
ロ
よ
り
も
有
利
な
取
引
で
あ
り
、
殊
に
渡
来
船
数
減
（
定

数
未
満
）
に
よ
る
定
高
口
の
減
退
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
、
外
売
商
法
の
会
所
財
政
上
の
意
義
は
増
大
し
た
。

3
第
三
冊
｜
蘭
方
取
引
口
の
構
成
｜

第
三
冊
「
阿
閲
陀
方
商
売
荷
物
元
払
等
大
意
訳
書
」
も
、
唐
方
に
同
じ
く
次
の
三
部
か
ら
成
る
。
す
な
わ
ち
、
山
「
阿
蘭
陀
船
商
売
方

之
大
意
」
、
凶
一
ー
阿
蘭
陀
方
商
売
内
諸
除
物
井
入
札
払
荷
物
訳
書
」
、
間
「
阿
蘭
陀
船
商
売
外
口
々
訳
書
」
で
あ
る
が
、
以
下
要
点
を
摘

記
す
る
。

山
で
は
ま
ず
正
徳
新
例
以
来
の
貿
易
枠
の
変
遷
を
述
べ
、
要
約
す
れ
ば
第
5
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
次
の
二
点
が
注
目
さ
れ

る
。
第
一
に
は
店
方
と
異
な
り
寛
政
以
降
の
改
変
が
頻
繁
な
こ
と
で
あ
る
。
と
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
め
ぐ
る
欧
亜
（
本
国
・
植
民
地
）
の
動

乱
の
た
め
に
闘
船
の
渡
来
が
な
く
（
「
欠
年
」
は
寛
政
三

1
天
保
ご
二
年
の
五
二
年
間
に
文
化
期
を
中
心
に
九
カ
年
、
ほ
か
寛
政
九

t文
化
四
年
の
一

一
年
間
の
一
五
般
の
う
ち
、
蘭
船
は
三
年
で
五
娘
、
他
は
ア
メ
リ
カ
船
の
傭
船
。
文
化
一

0
・
一
一
年
の
三
般
は
ジ
ャ
ワ
占
領
中
の
英
国
船
）
、

こ
の
間
の

「
買
後
れ
銅
」
等
を
「
増
銅
」
の
形
で
、
取
引
額
の
増
加
を
認
め
た
た
め
で
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
第
二
の
点
は
、
「
定
高
」
「
脇
荷
」
の
語
義
の
変
化
で
あ
る
。
蘭
船
の
年
間
貿
易
額
は
、
五
冊
物
は
正
徳
新
例
で
「
御
定
高

乾
金
五
万
両
、
銀
ニ
メ
三
千
四
百
貫
目
、
両
替
六
拾
八
匁
ニ
相
極
」
と
し
、
乙
の
う
ち
四

O
O貫
目
が
脇
荷
で
あ
る
。
正
徳
五
年
五
月
付

の
奉
行
令
達
も
上
の
通
り
で
あ
る
が
、

同
七
月
付
の
新
旧
カ
ピ
タ
ン
宛
「
阿
蘭
陀
人
商
売
方
定
」
で
は
国
内
公
定
の
一
両
六

O
目
替
、

「
商
売
銀
高
三
千
貫
目
ニ
不
可
過
事
」
と
す

ι♂
の
定
高
金
五
万
両
を
め
ぐ
る
両
替
率
に
よ
る
表
示
銀
高
の
違
い
は
、
定
高
設
定
の
貞
享

「
こ
ん
は
に
や
荷
」
銀
三
、

0
0
0貫
自
分
と
「
間
金
も
五
万
両
分
、
一
両
ぷ

八
匁
宛
、
合
四
百
貫
目
御
座
候
、
此
銀
高
五
万
両
之
余
計
銀
三
印
御
座
候
ニ
付
、
右
之
銀
高
四
百
貫
自
分
脇
荷
う
ら
せ
被
遊
侠
斡
〕
と
あ

会
社
が
禁
ず
る
商
館
長
以
下
の
個
人
の
荷
物
（
脇
荷
）
の
売
却
を
幕
府
が
定
高
内
で
公
許

二
年
に
測
る
も
の
で
、
同
年
八
月
二

O
日
の
入
札
で
は
、

元
禄
初
期
に
出
島
滞
在
の
ケ
ン
ペ
ル
も
、

り



蘭締本方貿易銀高・配銅高の推移

施仰い l',':jI JIU 荷｜その他｜（品目 日古 プ考－

享保1 3,400 1501乾数金2般5万両 1両68匁替，定

" 6 ① 1,700 1, 100 新銀（新金2.5万両）

1,450 ① 250 " II 1両58匁替，①口銭待

" 19 1,100 ① 100 1,200 II ①土産・合力荷物

元文2 ，， ① 100 ，， 
” ①土産・合力を脇荷と改称

寛保3 550 50 600 60 「半減商売j

II /I （引1)分荷物 ① II II ①引分荷物を除く

延享3 800 100 (2) 350 1,250 110 年間2綬

明和2 II " ” 
II 80 2年l乙3綬

”5 ’F " 
，， 
" 90年2綬

寛政3 450 60 190 700 60同年欠航，定数1般

" 6 
，， 
” ① 

150 750 67①内5噴日は余荷物

II lQ II " ① 490 ②1,000 85.2 ①②内内30「定0貫式目」別70段0貫荷目物，

文政3 800 100 350 1,250 110 3年間，満期後継続さる

天保2 525 70 205 ① 800 70①「御定高」

II 11 450 60 190 ① 700 60① II 

第E表

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

註（1）銅償荷物，買物償荷物，御免荷物など
(2）八朔，有余売，遣用売，御用物，献上物，奉行所調物など

出典：刊本五冊物（P.112-118)

内
問
V

し
た
と
評
し
て
い
る
。

つ
ま
り
表
5
正

徳
五
年
の
定
高
三
、

四
O
O貫
目
と

は
、
乙
ん
ぱ
に
や
商
売
H
本
方
H

。OBH
U

おロ
S
E
E
m－三、
0
0
0貫

板目
商の
売ほ
｜｜か
「y;;
M~ 

E 四
g' 0 
JヨO
円貫

官目
白の
＠＇.脇
ー荷
分｜｜
が看

本
来
的
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

享
保
六
年
新
銀
切
換
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
が
、

そ
の
後
「
追
と
金
両
替

五
拾
八
匁
ニ
相
極
」
り
、
二
五

O
貫
目

が
「
口
銭
替
」
と
し
て
定
高
か
ら
差
引

か
れ
た
。
残
る
一
、
四
五

O
貫
目
が
狭

義
の
定
高
で
、
寛
保
半
減
令
を
経
て
寛

政
三
・
天
保
末
に
は
四
五

O
貫
自
に
縮

滅
さ
れ
た
。

一
方
口
銭
替
・
土
産
・
合

力
荷
物
、
元
文
二
年
か
ら
「
脇
荷
」
と

さ
れ
た
一
定
額
の
個
人
荷
物
の
取
引
が

あ
り
、
ま
た
定
高
超
過
分
を
、
主
に
幕

府
・
奉
行
・
町
年
寄
の
所
要
調
達
の
た



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

ぽ保1:3年現在）

取 51 貫代 目銀 ｜｜ 左認の可銀年高 ｜ ｜ 
備 考

定商（狭義） 450,000 天保 11 8割分として鍋印万斤渡し

肪J f百J 60,000 If 旧来の脇荷の枠

八朔荷物 23,204.75 If 奉行・代官・鉄砲方・調役l!IJ・年寄へ

有 余 '.TL 89,817.25 If 

（小計） 623,022（註） 商人入札払分（出銀40割）

献上・進物端物｜ 仰 22程｜天保 2 ｜取引前品分け，将軍関老以下へ

御 用 物 7,297 11 

御調進薬種 594 11 寛政 10 江戸御医師

奉行所調物 20,000 天保 8 勘定方，普請役求物を含む

八朔添進物 686 天保 11 奉行へ

土 産 鮫 480 11 ，， 出島役人・蘭通詞へ

蘭人着料端物 2,000 II 文化 2 自家消費

（累計） 700,000 

蘭人助成｜ 15,000 l会所出銀より支出
（合計） 715,000 

蘭紛 1綾定高（本方）銀の構成第B表

所掲額の小計は617賞647匁となり，差額は大御所献上物代に相当する。家斉の死
去によりこれを商人入札払K繰入れ，小計額だけを修正したもの（内訳額の訂正
もれ）であろう。

出典：刊本五冊物（P.112-130)

註

二
四

め
、
銅
償
荷
物
・
買
物
償
荷
物
・
御
免
荷
物
等

各
種
名
目
の
も
と
に
荷
物
で
引
分
け
て
い
た

が
、
乙
れ
ら
定
高
の
縮
減
と
裏
腹
に
肥
大
化
す

る
個
人
荷
物
や
引
分
荷
物
の
銀
高
を
、
定
高

（
本
方
）
取
引
の
枠
内
に
繰
入
れ
、
あ
ら
た
め
て

定
高
（
広
義
の
定
高
）
一
、
二
五

O
貫
目
を
設
定

し
た
の
が
延
享
三
年
の
改
革
で
あ
る
。

つ
ま
り

か
ら
の
個
人
荷
物
取
引
は
、

こ
の
た
め
従
来

そ
の
枠
外
に
間
本

定
高
縮
減
の
緩
和
で
あ
る
が
、

方
「
商
売
外
」
に
脇
荷
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

寛
政
三
年
の
改
革
で
、
右
の
広
義
な
い
し
新
義

の
定
高
（
以
下
定
高
と
は
こ
れ
を
指
す
）
は
、
銀
七

0
0貫
自
に
圧
縮
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
増
銅
」

に
よ
る
額
の
増
減
は
あ
っ
た
が
、

（
寛
政
一

O
年

か
ら
の
増
銅
期
間
の
別
段
売
三
O
O貫
目
は
臨
時
に

定
高
内
）
、
寛
政
三
年
仕
法
に
復
さ
れ
て
い
る
天

保
二
二
年
現
在
の
定
高
の
構
成
は
第
6
表
の
ど

と
く
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
脇
荷
」
六

O
貫
目

は
本
方
取
引
枠
の
一
つ
の
名
目
で
あ
っ
て
、
実



取
引
で
の
個
人
荷
物
で
は
な
い
。

以
上
の
定
高
口
H
本
方
H
商
売
内
取
引
の
う
ち
、
凶
の
「
諸
除
物
」
と
し
て
は
、
黄
糸
（
但
し
「
近
年
持
渡
無
之
」
）
、
御
菓
子
屋
除
砂

糖
、
対
馬
・
平
戸
藩
除
物
、
紅
毛
銀
銭
（
明
和
二
年
以
降
輸
入
の
花
辺
銀
銭
・
人
頭
銭
・
テ
カ
ト
ン
な
ど
で
、
運
上
金
に
込
め
て
上
納
）
で
、
格
別

の
問
題
は
な
い
。
た
だ
、
対
馬
藩
除
き
蘇
木
・
胡
棋
は
、
唐
方
で
の
水
牛
角
・
明
第
と
共
に
、
同
藩
の
対
朝
鮮
公
貿
易
用
で
あ
る
。

問
「
商
売
外
口
々
」
と
し
て
は
、
新
義
の
「
脇
荷
」
元
代
一
九
五
貫
目
、
別
段
商
法
二
五
貫
自
に
割
増
七
五
貫
目
を
加
え
た
一

O
O貫

目
、
生
類
元
代
七
一
七
匁
、
以
上
三
口
で
二
九
六
貫
目
の
ほ
か
に
、
本
方
以
外
に
も
、
御
用
物
・
平
戸
求
物
・
調
進
薬
種
が
必
要
に
応
じ

て
購
求
さ
れ
る
（
銀
鮪
不
記
）
0

な
お
金
座
御
用
錫
の
買
上
は
天
保
二
ニ
年
よ
り
当
分
停
止
、
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
冊
の
唐
蘭
貿
易

額
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
脇
荷
だ
け
で
あ
る
（
第
1
表
参
照
）
。
な
お
五
冊
物
ほ
か
脇
荷
に
関
す
る
日
本
側
記
録
は
、
商
額
・
取
引
要
領

・
会
所
の
利
潤
な
ど
面
己
関
連
の
概
括
的
記
述
に
と
ど
ま
る
が
、
最
近
永
積
洋
子
氏
は
オ
ラ
ン
ダ
側
史
科
に
よ
っ
て
、
一
八
二
六
よ
ニ
O
年

（
文
政
九
i
天
保
元
）
に
お
け
る
彼
等
内
部
で
の
脇
荷
取
引
の
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
時
。

別
段
商
法
〉
HURHOロ
HMmgam－
は
、
五
冊
物
に
よ
れ
ば
元
文
三
年
以
来
「
御
助
成
」
と
よ
ば
れ
た
が
、
文
化
二
年
か
ら
蘭
人
側
の
要

望
と
「
本
方
置
段
ニ
而
買
留
、
代
り
物
銅
不
相
渡
、
雑
物
〈
樟
脳
四
万
斤
〉
を
以
交
易
出
来
、
会
所
潤
益
ニ
も
相
成
候
訳
を
以
」
て
制
度
化

さ
れ
た
新
規
の
取
引
で
あ
る
（
一
六
七
頁
）
。
無
論
「
長
崎
会
所
秘
書
」
に
は
見
え
ず
、
第
5
表
寛
政
一

O
年
の
増
銅
に
よ
る
別
段
荷
物
と

は
異
な
る
。
そ
の
後
の
蘭
船
欠
航
と
相
ま
っ
て
、
最
低
基
準
と
し
て
の
唐
蘭
収
支
額
（
第
一
冊
）
に
は
捨
象
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

4
第
四
・
五
冊
｜
支
出
の
構
成
｜

第
四
冊
の
標
題
は
「
唐
阿
蘭
陀
船
元
払
銀
弁
諸
払
方
大
意
書
付
」
で
、
第
五
冊
は
「
唐
船
寄
進
・
昔
物
・
銅
口
銭
・
日
雇
賃
・
八
期
・

遺
用
銀
・
置
銀
・
置
銭
小
訳
書
付
」
と
あ
り
、
第
五
冊
で
は
、
前
冊
ま
で
に
項
目
と
大
様
の
み
を
挙
げ
た
寄
進
以
下
に
つ
い
て
、
寺
社
や
奉

行
以
下
諸
役
人
へ
の
配
分
明
細
で
あ
る
。
つ
ま
り
ζ

の
二
冊
に
よ
り
第
2
表
に
要
約
し
た
会
所
の
年
間
支
出
の
詳
細
が
知
ら
れ
る
仕
組
み

で
あ
る
。
た
だ
唐
蘭
代
り
物
代
や
在
留
中
の
諸
遣
捨
等
の
明
細
は
そ
れ
ぞ
れ
第
二
・
三
冊
に
あ
り
と
し
て
、
第
四
冊
は
唐
船
宿
町
雑
用
銀

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

二
五



い
わ
ゆ
る
長
附
会
所
五
附
物
の
諸
本
（
中
村
）

－一
L

、
－－－，
J
 

－
阿
聞
陀
船
入
津
挽
入
賃
な
ど
一
一
項
目
の
支
出
明
細
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
大
部
分
は
例
格
上
納
銀
・
諸
役
料
ほ
か
の
「
諸
出
方
銀
訳
書
」

な
る
長
崎
の
行
政
支
出
の
説
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

乙
の
訳
書
は
、
第
四
冊
末
尾
の
「
右
者
、
唐
阿
蘭
陀
船
元
払
・
諸
払
方
井
長
崎
壱
ケ
年
定
式
諸
出
方
銀
払
方
大
意
、
書
面
之
通
ニ
御
座

直
接
的
貿
易
経
費
と
そ
れ
以
外
の
年
間
定
式
（
「
臨
時
」
に
対
す
る
）

候
しー

の
文
言
か
ら
す
れ
ば
、

ま
ず
い
わ
れ
る
ご
と
く
、

支
出
で
あ

り
、
次
に
当
然
第
一
冊
に
お
け
る
例
格
上
納
金
以
下
の
行
政
経
費
（
第
2
表
参
照
）
に
関
す
る
明
細
の
筈
で
あ
る
。

ま
ず
後
者
か
ら
検
討
し
よ
う
。
右
の
訳
書
に
お
い
て
は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
支
出
（
別
段
上
納
・
別
段
増
上
納
・
別
船
上
納
・
奉
行
受
用
金

－
唐
金
銀
代
り
銅
一
二
O
万
斤
代
等
）
や
改
訂
前
の
銀
額
（
助
成
米
代
・
扶
持
米
代
）
を
「
為
見
合
」
載
せ
る
が
、
こ
れ
ら
を
除
く
現
行
支
出
は
項

目
・
銀
高
と
も
に
第
一
冊
に
ほ
ぼ
符
合
す
る
。
し
か
し
合
計
額
は
六
、
六
二
八
貫
五
八
九
匁
一
九
八
九
で
訳
書
が
約
七
一

O
貫
目
多
い
。

全
項
目
に
つ
き
彼
此
対
照
す
る
と
、
諸
役
所
雑
用
銀
、
町
年
寄
・
糸
宿
老
の
年
頭
拝
礼
費
に
若
干
の
出
入
が
あ
る
が
、
主
因
は
第
一
冊
に

は
挙
げ
な
い
南
部
・
別
子
・
立
川
・
秋
田
銅
山
の
稼
方
手
当
お
よ
び
別
子
・
立
川
の
涌
水
手
当
の
計
五
五
二
貫
目
計
、
唐
蘭
御
用
物
代
一

五
三
貫
九
二

O
目
が
計
上
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
御
用
物
代
は
第
一
冊
で
は
代
り
物
代
償
銀
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
会

所
の
全
体
支
出
と
し
て
は
、
第
一
冊
は
右
銅
山
関
係
手
当
だ
け
の
脱
落
と
な
る
。

つ
ま
り
こ
れ
を
除
け
ば
第
一
冊
と
第
四
冊
の
支
出
記
事

は
符
合
す
る
。

次
に
第
一
の
課
題
で
、
第
四
冊
所
載
分
は
年
間
の
定
式
支
出
で
、

か
っ
そ
の
全
て
で
あ
ろ
う
か
。
会
所
財
政
の
全
容
を
み
る
上
で
確
認

の
要
を
感
じ
る
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
乙
れ
ら
支
出
は
、
唐
蘭
貿
易
額
（
元
代
と
割
増
の
和
H
元
弘
）
と
そ
の
諸
出
銀
を
財
源
と
す
る
が
、
第
2

表
第
一
冊
に
み
た
文
出
総
額
（
代
り
物
代
等
直
接
経
費
を
合
め
て
ご
ニ
、
二
九
六
貫
目
余
）
と
一
八
三
貫
目
余
の
赤
字
と
は
、

元
代
銀
四
、
六

O
六
貫
目
の
貿
易
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
（
第
1
表
）
。

し
か
し
前
述
の
ご
と
く
、

取
引
は
こ
の
ほ
か
に
も
唐
方
定
高
商
売
内
の
有
余
売

－
遺
用
売
元
代
の
五
割
増
分
、
唐
方
「
商
売
外
」
取
引
の
う
ち
第
一
冊
所
掲
の
別
段
売
を
除
く
諸
口
の
元
代
・
割
増
、
蘭
方
商
売
外
取
引

で
も
脇
荷
以
外
に
別
段
商
法
・
生
類
取
引
、

そ
の
他
銀
高
不
記
の
諸
口
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
銀
高
明
記
分
を
集
計
す
れ
ば
第
7
表
「
そ
の



（天保1拝現在）

｜ 内（元代伽ω賞の帥臓み）日額 I街闘街割侃j悶増そ） の三貫附他lei 考

店方定尚商売内 2,740,000 制ド 493,722余 3,233,722余
ホ事喜第僻苦4表手）J服申参書附売＇.有

商売外 1,000,000 * 4,690,000 5,690,000 

小言｜－ 3,740,000 5,183,722 8,923,722 89,9% 

蘭方定商商売内 669,078 30,922 700,000 

商売，外 195,000 f呈 100,717程 295,717程

小計 864,078 II 131,639 " 995,717 II 10.0% 

合計 4,60ムm II 間 関1// 9,919,439 ,,I 10脳

唐蘭貿易銀高（元代・割増）の構成第7表

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

他
」
の
項
の
ご
と
く
総
額
五
J
二
五
貫
目
余
、
第
一
冊
所
掲
額
を
か
な
り
超
え
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
乙
れ
に
伴
う
出
銀
（
出
銀
率
は
割
増
の
た
め
定
高
ロ
よ
り
か
な
り

低
い
が
）

－
三
歩
銀
等
を
加
え
る
と
、
会
所
の
貿
易
関
係
歳
入
・
歳
出
総
額
（
財
政
規

模
）
は
、
第

（
四
）
冊
所
掲
額
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
と
と
は
確
か
で
あ
る
。

で
は
第

（
四
）
冊
所
掲
額
は
、

「
定
式
」
収
支
で
あ
り
、
「
そ
の
他
」
は
臨
時
の

そ
れ
と
し
て
払
方
大
意
か
ら
省
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
と
れ
は
該
期
天
保

＝
一
一
年
七
月
改
「
猷
帆
計
親
…
醐
長
崎
会
所
銀
腔
臥
一
ヶ
年
出
方
元
極
帳
」
、
や
や

降
っ
た
文
久
三
年
改
の
同
種
元
極
帳
に
よ
っ
て
明
確
に
否
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
天
保

一
三
年
現
在
で
の
歳
出
の
区
分
と
銀
額
は
第
8
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
所

の
全
歳
出
に
関
す
る
制
度
的
規
定
で
、
文
化
一

O
年
の
規
定
に
準
じ
、
蘭
船
欠
年
を

出典：刊本五冊物（P.23-168）。

前
提
と
し
て
支
出
の
八
割
ま
で
を
唐
船
一

O
船
と
の
貿
易
に
依
存
す
る
建
前
で
あ
る

が
、
財
政
規
模
は
銀
約
二
万
貫
目
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
中
に
は
長
崎
代
官
所

（
唐
蘭
商
売
銀
に
よ
る
立
替
上
納
）
、

管
の
天
領
貢
米
払
立
代
や
地
子
上
納
金
の
受
入
れ

召
上
物
そ
の
他
町
方
収
入
を
財
源
と
す
る
支
出
も
含
ま
れ
る
の
で
、
正
確
な
貿
易
関

係
歳
額
を
析
出
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
第
一
・
四
冊
の
貿
易
収
支
に

は
漏
れ
た
本
方
商
売
内
・
外
取
引
の
収
支
（
元
代
・
割
増
で
五
二
三
五
貫
目
余
お
よ
び
そ

の
出
銀
）
の
制
度
上
の
予
定
額
を
逆
算
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。

’自粛，－

ナ’
J
J

「定

式」

「
臨
時
」
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
元
極
帳
の
「
臨
時
」
支
出
は
一

O
区
分
中

の
第
5
で
計
一
九
項
目
、
銀
高
順
に
寺
社
拝
借
銀
・
大
坂
正
金
仕
登
せ
駄
賃
・
御
目

七



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
ハ
中
村
〉

（天保13年）

区 分 ｜項目数｜
支出銀額

貫目

1 唐方商売銀ヨリ出方之分① 101 16,584,358 程 81.3% 

2 紅毛船入津之節諸出方相増候分 20 960,952 II 4.7" 

3 阿蘭陀人江府拝礼年出方相噌候分 4 357,841.5 II 1. 7 // 

4 組落之分② 5 2,205,547 ，， 10.811 

5 臨時之分 19 ③＊ 39,506 

6 別段御備用意銀ヨリ出方之分 19 * 31,585.4289 
7 御園米方銀ヨリ出方之分 7 * 29,441.6程
8 別段御入用銀ヨリ出方之分 2 4,520 余

9 仲使賃銀ヨリ出方之分 5 7,102.4程

10 御救銀ヨリ出方之分 8 155,485 0.111 

計 190 I * 2附
註

長崎会所の定式・臨時歳出構成

① 「紅毛船欠年之節，唐方商売銀)j出方ニ相立居候分」 130噴 257匁程を含む
②肥後肥前豊後御年貢米代，長i崎御料御成笛銀，唐方礼物払立銀等
③銀高記載の13項目分 （＊は引用者集計額）

出典：「文化十酋年御省略之上相改長崎会所銀定式臨時一ヶ年出方元極帳J

第S表

二
八

付
下
向
時
入
目
等
、
記
載
銀
高
は
計
四

O
貫
目
余
で
、

漂
流
朝
鮮
人
雑
用
・
漂
流
日
本
人
送
還
唐
船
へ
の
給
米
代
ほ
か
を
加

え
て
も
銀
高
は
些
少
で
あ
る
（
尤
も
、
定
式
の
唐
方
商
売
銀
か
ら
の
支
出

に
お
い
て
も
、
小
項
目
で
は
「
諸
役
人
定
式
臨
時
御
褒
美
被
下
銀
」
「
目
安
方

臨
時
雑
用
」
な
ど
「
臨
時
」
支
出
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
加
え
て
も
数
十
貫
目

を
超
え
る
乙
と
は
な
い
）
。

銀
高
不
記
の

つ
ま
り
元
払
額
だ
け
で
五
千
貫
目
を
超
え

る
右
の
商
売
外
取
引
等
の
収
支
は
「
臨
時
」
の
そ
れ
で
は
な
く
、
第

四
冊
が
「
長
崎
牽
ケ
年
定
式
諸
出
方
銀
挽
方
大
意
」

で
あ
る
な
ら

ぱ
、
当
然
乙
れ
に
計
上
さ
る
べ
き
も
の
で
、

五
冊
物
の
限
界
は
否
定

で
き
な
い
。

註
（1
〉
刊
本
五
冊
物
一
六
五
頁
。
な
お
文
化
一

O
年
ま
で
は
四
五
割
、
以
降
三

五
割
、
天
保
末
四
O
割
、
刷
本
三
五
割
、
端
本
f
は
六
四
割
五
歩
の
見

積
り
で
あ
る
。

（2
〉
会
所
買
入
値
段
は
、
百
斤
に
つ
き
、
凶
本
は
一
五
O
目
、
同
本
一
七
八

匁
、
端
本
f
は
一
二
四
匁
五
六
で
、
唐
蘭
船
へ
の
売
渡
値
段
は
一
定
で

あ
る
の
で
償
銀
は
増
大
し
た
。
ほ
か
に
銅
山
手
当
・
潟
水
手
当
を
支
出

し
て
、
市
価
と
会
所
買
入
価
格
と
の
差
を
補
償
す
る
。
乙
の
ほ
か
輸
出

量
の
一
%
（
唐
方
は
O
、
三
一
二
五
Mm）
の
「
掛
入
銅
」
代
銀
一

O
貫

目
余
が
あ
る
。



（3
〉
な
お
唐
方
で
は
、
俵
物
・
諸
色
代
に
は
償
銀
を
計
上
し
て
い
な
い
。

（
4
〉
楢
林
氏
「
長
崎
実
記
年
代
録
」
二
。

（5
）
『
崎
腸
群
談
』
一
一
八

i
九
頁
「
惣
出
銀
之
覚
」
。

（6
）
賀
川
隆
行
「
化
政
期
の
越
後
屋
長
崎
方
の
流
通
構
造
」
（
「
三
井
文
庫
論
叢
」
一
二
号
）
4
・
笠
衣
1

経
費
を
差
引
く
と
純
益
は
微
少
で
欠
損
年
も

あ
る
が
、
享
保
改
革
頃
ま
で
は
普
通
コ
割
半
弐
割
ま
で
も
利
分
有
之
、
随
分
相
庭
あ
し
く
侯
而
も
萱
割
ぷ
五
歩
三
歩
」
の
純
益
は
あ
っ
た
と
い
う
。

（7
）
例
え
ば
幕
府
関
係
分
に
長
崎
奉
行
・
家
中
の
受
納
銀
は
乙
れ
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
唐
蘭
「
定
例
・
遺
捨
・
代
り
物
償
代
銀
」
（
明
細
は
山

ω

の
出
銀
か
ら
の
支
出
項
目
に
あ
り
）
の
中
に
、
八
朔
・
遣
用
売
・
八
朔
添
進
物
で
二
八
八
貫
目
余
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
唐
方
御
用
物
代
一
二

O

貫
目
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
貿
易
経
費
と
幕
府
関
係
支
出
の
比
率
は
修
正
を
要
す
る
。

（8
〉
「
正
徳
新
例
井
長
崎
奉
行
制
定
書
」
所
収
「
唐
船
数
井
船
別
商
売
銀
高
割
合
定
例
」
。

（9
）
『
通
航
一
覧
』
岡
三
一
一
一
一

t三
、
三
五
四
頁
。

（
印
刷
）
寄
進
荷
物
は
檀
越
や
出
入
商
人
に
よ
っ
て
売
立
て
ら
れ
、
元
代
銀
相
当
額
の
俵
物
・
諸
色
等
が
返
礼
（
送
り
昆
布
）
と
し
て
唐
人
に
遣
わ
さ
れ
る
の

で
「
御
定
商
売
之
外
之
商
ひ
に
成
候
事
故
、
唐
人
好
ミ
候
て
寄
進
仕
」
（
『
崎
陽
群
談
』
二
七
八
頁
）
、
会
所
貿
易
と
競
合
関
係
に
あ
っ
た
。

（U
）
「
唐
阿
蘭
陀
金
銀
持
渡
諸
書
留
」
、
「
長
崎
会
所
上
納
金
一
件
」
、
「
例
格
上
納
金
其
外
口
々
上
納
金
組
高
」
、
共
に
長
崎
市
立
博
物
鐘
附
蔵
。

（
辺
）
拙
稿
「
長
崎
会
所
と
安
政
開
港
ー
そ
の
勘
定
帳
を
め
ぐ
る
諸
問
題
｜
」
（
「
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」
二
二
号
）
。

（
臼
〉
（
8
）
所
掲
史
料
所
収
。

（M
）
「
自
寛
永
十
年
一
4
月
日
己
」
（
寛
宝
長
崎
日
記
）
貞
享
二
年
条
。

至
宝
永
年
五
月
十
二
月
言

（
日
〉
『
ケ
ン
プ
ェ
ル
江
戸
参
府
紀
行
』
下
巻
（
呉
国
叢
書
）
四
五

0
1四
五
三
頁
。

（
民
）
永
積
洋
子
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
脇
荷
貿
易
に
つ
い
て
｜
商
館
長
メ
イ
ラ
ン
の
設
立
し
た
個
人
貿
易
協
会
（
一
八
二
六
｜
一
八
三

O
年
）
｜
」
（
「
日
本

歴
史
」
三
七
九
号
）
。
但
し
、
氏
は
当
時
の
日
本
側
の
脇
荷
の
枠
を
、
一

O
O貫
自
門
前
記
定
高
内
の
名
目
的
「
脇
術
」
に
あ
た
る
）
と
さ
れ
る

が
、
，
M山
M
m
の
課
税
e

か
ら
み
て
も
、
定
高
外
の
脇
何
一
九
五
賞
自
の
取
引
で
あ
ろ
う
。

（
臼
）
乙
れ
が
現
行
仕
法
で
あ
る
乙
と
は
天
保
二
二
年
七
月
の
「
文
化
十
酉
年
御
省
略
之
上
相
改
長
崎
会
所
銀
定
式
臨
時
一
ヶ
年
出
方
元
極
限
」
、
安
政
六

年
八
月
調
「
銅
定
高
並
手
当
銀
番
付
」
、
（
共
に
長
崎
市
立
博
物
盤
附
蔵
）
で
明
ら
か
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

ニ
九



い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

。

む

す

び

以
上
刊
本
五
冊
物
（
「
長
崎
会
扇
五
冊
物
」
）
を
例
に
、
い
わ
ゆ
る
五
冊
物
の
構
成
と
収
支
の
性
格
を
考
察
し
た
。
し
か
し
諸
本
は
各
成
立

時
点
の
ほ
ぼ
現
行
仕
法
を
示
し
、
銀
高
は
当
然
異
な
っ
て
い
る
。
い
ま
総
括
的
な
各
第
一
冊
問
項
を
集
約
表
示
す
れ
ば
第
9
表
の
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
寛
政
末

1
安
政
初
年
に
お
け
る
取
引
収
支
動
向
の
制
度
的
大
様
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
の
間
個
々
の
項
目
で
は
か

な
り
の
数
的
変
動
が
み
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
は
収
支
の
赤
字
が
僅
か
の
黒
字
に
推
移
し
た
程
度
で
（
天
保
後
半
に
お
け
る
財
政
再
建
策
の
効

ハ
1
V

呆
で
あ
ろ
う
〉
、
収
支
の
規
模
を
含
め
寛
政
仕
法
が
堅
持
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
前
述
の
ご
と
く
天
保
末
の
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
で
は
、
こ
の
ほ
か
元
払
額
だ
け
で
五
千
貫
目
余
の
取
引
が
あ
っ
た
。
そ

ω後

の
「
唐
蘭
通
商
取
扱
」
も
同
様
（
同
一
記
事
）
で
あ
る
。
し
か
る
に
寛
政
末
の
「
長
崎
会
所
秘
書
」
で
上
表
以
外
の
取
引
は
、
前
書
と
閉
じ
有

余
売
・
遣
用
売
に
係
る
五
割
増
四
九
三
貫
目
の
ほ
か
は
、

「
商
売
外
」
取
引
の
う
ち
、
明
確
な
現
行
仕
法
で
か
つ
銀
高
裁
記
分
は
、
御
用

物
・
奉
行
所
調
物
な
ど
元
代
・
割
増
合
せ
て
一

O
八
貫
目
程
と
脇
荷
一
九
五
貫
目
で
、
都
合
八

O
O貫
目
余
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
と
と
は
亨
和
期
以
降
、
主
に
唐
船
に
よ
る
定
高
「
商
売
外
」
取
引
、
し
た
が
っ
て
乙
れ
に
銀
高
不
記
の
出
銀
を
加
え
た
収
支
が
急
増
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
定
高
設
定
以
降
の
、
新
規
か
っ
年
々
変
動
的
な
取
引
で
あ
る
「
商
売
外
」
取
引
な
る
が
故
に
、

寛
政
仕
法
堅
持
の
建
前
上
こ
れ
を
捨
象
し
、
い
わ
ば
財
政
ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
恒
常
的
な
も
の
だ
け
を
第
一
冊
に
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
五
冊
物
諸
本
は
、
編
纂
な
い
し
筆
写
時
点
に
お
け
る
、
貿
易
の
総
額
や
出
銀
を
含
む
歳
入
出
と
い
っ
た
、
全
体
的
数
量
一

把
握
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
か
か
る
記
事
の
限
界
は
否
定
で
き
な
い
。
換
言
す
れ
ば
五
冊
物
調
製
の
目
的
は
そ
と
に
は
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
定
高
「
商
売
内
・
外
」
の
各
種
取
引
収
支
を
網
羅
し
、

の
関
係
が
不
明
瞭
な
箇
所
も
多
い
が
）
、
個
々
の
取
引
口
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
は
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
唐
船
「
不
進
」

す
で
に
改
廃
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
（
こ
の
た
め
の
現
旧
の
区
別
や
取
引
口
相
立
問

（
定
数
割
れ
）

－
蘭
船
「
欠
年
」
の
状
況
下
に
、
な
お
寛
政
三
年
来
の
唐
船
一

0
・
蘭
船
一
般
の
建
前
で
あ
る
か
ら
、
実
際
と
の
一
車
離
は
否



いわゆる長崎会所五冊物の諸本（中村）

第自表 五珊物 4種の貿易収支銀高（匁以下切捨）

収文項目 ｜長崎会臓書｜長問
（寛政10) （天保13) （嘉永 1) （安政 1) 

唐 定 i屯元代銀
貫目 貫目 貫目 貫目
2,740,000 2,740,000 2,740,000 2,740,000 

船 If 111 銀 4,425,018 4,658,772 4,666,254 4,645,722 

崎書妄般10 

別段売元代銀 240,000 1,000,000 450,000 1,600,000 

” 出銀 120,000 500,000 225,000 800,000 

三歩掛け入銀 99,650 167,570 167,570 167,570 

定南元代鍛① 701,192 669,078 762,453 667,582 
船蘭
" 出銀 3,017,072 2,676,312 2,515,016 3,931,230 

収 1 !Mi，荷 J己代銀 200,000 195,000 260,000 325,000 般
II H.＼銀 100,000 105,000 140,000 175,000 

原｜差出帆代銀｜ 寸晴） 19,500 

蘭三歩掛り銀 378, 381, 358, 485, 189 
入

メ口弘、 計 12,070,932 13,113,168 12,304,167 15,556,793 

元代銀 3,881,192 4,604,078 4,212,453 5,332,582 
内訳｛1山銀ほか 8,189,740 8,509,090 8,091,714 10,224,211 

利益率（出銀lまか／元代） 21.1割 18.5訓 19.2':/;-lj 19.2割

唐船経船輸費出②品代・滞在 4,254,103 5,446,894 4,834,524 6,360,532 

支 蘭”・＂ 1,978,28~ 1,931,292 2,414,515 2,460,057 

出 例長崎格の行（政上1.経5万納費両①分金） 
900,000 900,000 S00,000 900,000 

5,373,222 5,018,102 4,532,492 5,660,124 

l口入 計④｜ 13,296,2881 15,380,713 

差 Bl （企赤字） l企 1,034,6481 .. 176,0801 

註①但し献上端物・御進物など「何物ニ而引分」分を除く。② 「諸定例井在留中

諸遺捨，其外代り物代銀，出銀ヲ以相償侯分」。 ③在勤幕吏受納金・御米代返

上納を含む。 ④このほか，出典に不記載の多額の取引収支がある。

出典：五冊物各一冊（3）「唐船拾綬・阿蘭陀船壷綬元代・出銀井唐方別段売荷，其

外仕役場為取締差出侯白砂糖之内払代等仕払」



わ
い
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
（
中
村
）

定
で
き
な
い
。
し
か
し
中
に
は
標
記
額
の
基
礎
と
し
て
、
究
政
六
、
文
化
七
1
九
年
の
平
均
、
同
一

0
・
一
一
、
文
政
二
・
六
、
天
保
二

・
五

1
八
年
の
平
均
、
同
一
一
年
等
の
実
績
額
が
示
さ
れ
て
お
り
、
寛
政
三
年
以
降
文
化
一

O
年
の
「
御
省
略
」
、
文
政
三
、
天
保
一
一

年
等
の
主
だ
っ
た
仕
法
改
訂
は
、
乙
れ
ら
実
態
に
即
し
た
寛
政
仕
法
の
修
正
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
乙
れ
に
関
し
、

荒
居
英

次
氏
は
寛
政
三
年
改
訂
仕
法
が
最
も
整
備
さ
れ
た
の
は
文
化
一

O
年
で
、

み
な
変
更
は
あ
る
が
こ
の
仕
法
が
中
心
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

欠
航
の
た
め
「
会
所
銀
操
差
支
ル
ヲ
以
一
口
、
蘭
船
貿
易
は
な
い
も
の
と
し
て
唐
船
一
般
を
増
し
（
別
船
）
、

経
費
の
「
御
省
略
」
仕
法
で
あ
る
が
V

程
な
く
蘭
船
貿
易
は
復
活
し
て
む
し
ろ
活
況
を
呈
す
る
の
に
対
し
（
第
5
表
）
、
逆
に
唐
船
貿
易
は

よ
り
現
実
的
な
仕
法
が
編
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
降
も
（
少
な
く
と
も
天
保
二
年
度
ま
で
は
｜
引
用
者
註
）
小
刻

文
化
一

O
年
の
仕
法
改
革
は
当
時
連
年
蘭
船

他
面
輸
出
品
代
ほ
か
諸

衰
退
し
、
天
保
七

1
九
年
に
は
唐
船
八
・
蘭
船
一
般
の
、

註（
1
）
 

拙
稿
「
長
崎
会
所
天
保
改
革
期
の
諸
問
題
l
鎖
国
体
制
崩
壊
過
程
の
一
側
面
｜
」

財
政
」
（
「
九
州
史
学
」
七
一
号
）
。

（2
）
荒
居
英
次
『
近
世
海
産
物
貿
易
史
の
研
究
』
二
八
九

t
一
一
九
一
一
良
。
刊
本
五
冊
物
に
よ
り
文
化
一

O
年
時
点
の
唐
船
一

O
般
の
貿
易
額
を
取
引
口
別

の
決
済
品
目
、
銀
高
で
一
不
さ
れ
る
が
（
第
一
部
第
紅
表
）
、
本
書
の
口
別
の
記
事
の
精
粗
を
考
慮
す
る
と
、
表
中
の
定
高
内
訳
（
銅
代
銀
・
遣
捨
）
や

別
段
売
・
朱
取
引
・
本
方
補
方
商
法
の
欠
落
な
ど
、
や
や
問
題
で
あ
る
ま
い
か
。

（3
）
『
長
崎
志
続
編
』
（
刊
本
四
五
六
頁
）
。

（4
）
周
年
六
月
「
長
崎
会
所
銀
元
払
仕
法
之
儀
取
－
調
別
帳
相
添
奉
伺
候
番
付
」
の
別
帳
「
此
度
相
改
侠
長
崎
会
所
銀
元
払
寄
付
」
を
要
約
表
示
す
れ
ば

第
叩
表
の
よ
う
で
あ
る
。

（5
）
例
え
ば
、
天
保
七
年
八
月
の
「
唐
船
八
般
阿
蘭
陀
船
壱
般
商
売
銀
緒
取
立
銀
一
苅
ニ
立
、
諸
出
方
銀
凡
積
差
引
番
付
」
・
同
月
「
唐
紅
毛
商
売
鍛
を
以

紡
払
差
引
番
付
」
（
唐
方
元
代
計
四
、
五
五
二
貫
目
余
〉
、
以
上
「
会
所
銀
操
之
儀
ニ
付
以
封
書
申
上
候
書
面
之
控
」
所
収
。
同
九
年
「
天
保
五
午

年
ぷ
同
七
申
年
迄
三
ヶ
年
平
均
諸
出
方
銀
書
付
」
（
「
会
所
御
取
締
被
仰
出
候
ニ
付
唐
船
商
売
銀
高
井
代
り
物
渡
方
等
之
儀
評
議
仕
申
上
候
番
付
」

（
「
史
洲
」
一
一
五
輯
）
、

「
鎖
国
末
期
の
長
崎
会
所
の
貿
易
と



文化 10年度長崎会所収支予算

項 目
貫目 貫目

唐船10般本売 2,620,000程① 4,192,0帥程 1錯lj
，， 増売 760,000 ② 1,336,000 17.5割余

”朱持渡雑費売・船役別段売 200,000 400,000 20割

II別段完 450,000 225,000 511 

唐別船1般本売・別段売 498,500 731,350 本別）)16" 
8.4”余

唐金銀 1,015,000 ③ 239,400 

荷物三歩掛ケ入銀・三歩掛り銀 594,365 

諸取立銀 768,000 

（小 計） 5,543,500 8,486,115 

会所入銀 （収入計） 14,029,615程

会所払銀 （支出計） 16,739,332 ｜（鞍ヵ年）
差 引（赤字） ..ti. 2,709,717 

（支出削減可能分） 2,114,745.4 

（有余鋼大坂地売代銀） 600,000 ④ 

差 日｜ （黒字） 5，但8程

第10表

い
わ
ゆ
る
長
崎
会
所
五
冊
物
の
諸
本
ハ
中
村
〉

①御定商元代2470貫目のうち，御用物代150貫目程を除く

①蛮国商法・唐金銀外売・御穣人参商法等の分を含む

③唐金銀量目241貫825匁余，出銀は両替差益

① 24万斤， 100斤単価銀250目

出典：「此皮相改候長崎会芳融元弘書付」

註

所
収
、
う
ち
銅
一
八
五
万
斤
代
・
鋸
山

手
当
、
唐
方
俵
物
諸
色
代
・
銀
札
代
だ

け
で
も
九
、
九
一

O
貫
目
と
な
る
）
、

以
上
い
ず
れ
も
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵

文
書
。

〔
付
記
〕
小
稿
は
昭
和
五
四
・
五
五
年
度
文
部

省
科
学
研
究
費
補
助
金
C
「
鎖
国
制
の

崩
壊
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
｜
長

崎
会
所
経
営
資
料
の
蒐
集
と
分
析
｜
」

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

史
料
の
閲
覧
利
用
に
関
し
、
県
立
長

崎
図
書
館
・
同
市
立
博
物
館
・
内
閣
文

庫
・
東
大
史
料
編
纂
助
海
外
史
料
部
の

各
当
局
及
び
東
海
大
学
森
隆
彦
氏
の
御

高
配
に
深
謝
す
る
。

一一一一一一


